
 1 

資  料 

 

 

高山市第九次総合計画の素案等について 

 

１．第九次総合計画の素案等 

 （１）第九次総合計画の素案 

   ①計画策定の背景・趣旨、考え方、体系 別紙１ 

   ②策定にあたって 別紙２ 

    計画の構成、現状と課題 

   ③目指すまちの姿 別紙３ 

    基本理念、都市像、人口の将来展望と計画人口 

 ④重点戦略 別紙４ 参考資料１ 

  本市が今後特に重点的にすすめる分野横断的な施策を示すもの 

 ⑤分野別計画 別紙５ 

  政策分野ごとに、目指す姿や課題、重点的にすすめる施策を示すもの 

 ⑥地域間連携（エリア）のまちづくり 別紙６ 

  地域間で連携してすすめるまちづくりの方向性を示すもの 

 ⑦着実な計画の推進 別紙７ 

  様々な取り組みを効率的かつ効果的にすすめるための施策を示すもの 

＜参考：参考資料２＞ 

 ①特別委員会、市民意見交換会等での意見及び対応 

    ・市議会自治基本条例等及び総合計画に関する特別委員会（８月説明・９月協議） 

    ・総合計画審議会（９月開催） 

    ・市民意見交換会（オンライン含む。）（９月～１０月開催） 

 （２）その他 

・計画内容を市民にわかりやすく伝えるため、また、手に取って読んでみたいと市民が思

うボリュームでの第九次総合計画の概要版を作成する。 

 

２．実施計画及び財政計画の方針 

（１）実施計画 

基本計画で示す施策を踏まえた新規、拡充及び著大事業などの重点事業の内容と関

連事業の概要や事業規模を示す。 

期間は、令和７（２０２５）年度から令和１１（２０２９）年度までの前期期間５

年、令和１２（２０３０）年度から令和１６（２０３４）年度までの後期期間５年と
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し、毎年見直しを行う。 

（２）財政計画 

実施計画と予算の整合性を保ち、健全な財政運営を確保するため、中長期的な財政

収支見通しを示す。 

期間は、実施計画と同じ前期期間５年、後期計画５年とし、毎年見直しを行う。 

   

 

３．スケジュール 

  令和７年 １月 総合計画審議会（諮問） 

          総合計画審議会（答申） 

       ２月 第九次総合計画基本計画議案提出 



計画の考え方

1

総合計画策定の背景・趣旨

本市では、昭和４３（１９６８）年に第一次総合計画を策定して以来、社会情勢の

変化などに対応しながら、常によりよいまちづくりを目指した取り組みをすすめてき

ました。

現在は、平成２７（２０１５）年に策定した第八次総合計画（平成２７（２０１５）

年度～令和６（２０２４）年度）に基づき、市民が主役という基本的な考え方のもと、

都市像である「人・自然・文化がおりなす 活力とやさしさのあるまち 飛騨高山」

を実現するため、様々な施策に取り組んでいます。

近年では、令和２（２０２０）年以降世界中で猛威を奮った新型コロナウイルス感

染症により、社会のあり方や人々の意識が大きく変化するとともに、共働き世帯の増

加、地域のつながりの希薄化、物価高騰などにより、地域課題が多様化・複雑化する

とともに、急速に少子高齢化がすすんでいます。

そのような中、令和５（２０２３）年「こどもまんなか」社会の実現を目指したこ

ども基本法の施行、働き方改革の推進や賃金の上昇への対応など、こどもや若者、労

働者を取り巻く環境は大きく変化してきています。

また、人口減少が加速する中、地域活動や経済活動など、様々な分野における人材

不足、人的資源の縮小を起因とした様々な課題に対し、これまで以上の対応が求めら

れています。

このように刻々と社会が変化していく中、市では令和５（２０２３）年度より、第

九次総合計画の策定に向けて、総合計画審議会や市民意見交換会などを開催し、これ

からの高山市について様々な意見を聴取してきました。

あわせて、令和５（２０２３）年１２月には、高山市議会より第九次総合計画に対

する提言書が市長に手交され、今後１０年間のまちづくりに求められる重要な７つの

視点についての提言がありました。

こうした社会状況の変化や市民意見、議会からの提言を踏まえ、高山市が将来にわ

たって持続可能なまちであるために、今後１０年間の総合的かつ計画的なまちづくり

の指針を示す第九次総合計画を策定するものです。

別紙１
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総合計画の考え方

国立社会保障・人口問題研究所の将来推計によると、当市の人口は国や岐阜県全体

よりも早いスピードで減少しており、今後も人口減少や経済活動の縮小が見込まれる

中、以前のような拡大基調の行財政運営は困難になることが予想されます。

そのため、第九次総合計画の策定にあたっては、このような社会活動や経済活動が

縮小していく状況を見据えて、ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）や多様性

などの新たな視点を加え、市民・関係団体・行政など多様な主体が協力して地域や暮

らしの課題解決に努め、市民が充実した毎日を過ごせる、そのような「持続可能なま

ちをつくる」という考え方を基軸に策定します。

また、第九次総合計画では、分野横断的な視点に加え、市政運営の方向性を市民が

わかりやすく把握できる計画となるよう、施策を担う行政内部の所管を明確にするこ

とも意図して、以下のとおり策定することとします。

（１）計画記載事項や計画体系など

全ての分野を網羅しつつ、具体的な内容（施策）を重点施策のみに絞り込む

ことによって、施策のポイントを明確化した計画とします。

また、特に市として分野横断的かつ重点的な取り組みを重点戦略と位置づけ、

政策分野別の計画と合わせた体系の計画とします。

（２）長期的な視点

総合計画の期間を越えた将来動向等を踏まえた上で、長期的な視点を持って

計画期間内で行うことを示す計画とします。

（３）地域が連携したまちづくりの方向性

これまで市内の各地域（高山地域及び支所地域）が培ってきたそれぞれの強

み（特徴等）を活かした形で、地域間（地域同士）の連携強化を図り、地域（エ

リア）一体となってすすめる取り組みとまちづくりの方向性を示します。

（４）高山市まち・ひと・しごと創生総合戦略との統合

庁内における効率的かつ効果的な計画の推進を図るため、第八次総合計画と

同様に高山市まち・ひと・しごと創生総合戦略を統合する計画とします。

それにより、本計画は、将来における本市のあるべき姿とすすむべき方向に

ついての基本的な指針を示す総合計画（高山市総合計画条例第２条）であると

ともに、まち・ひと・しごと創生法第１０条に規定する市の総合戦略として位

置づけます。
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なお、市の総合戦略の期間は、国の総合戦略の期間を勘案し、令和７（２０

２５）年度から令和１１（２０２９）年度とします。

（５）持続可能な開発目標 ＳＤＧｓ（エス・ディー・ジーズ）

市民が自信と誇りをもって、社会の一員としての役割を果たし、一人ひとり

の行動が、国際社会全体で取り組む持続可能な開発目標（エス・ディー・ジー

ズ）への貢献につながるよう、市民と共にまちづくりに取り組みます。

市は令和３（２０２１）年に国によるＳＤＧｓ未来都市に選定されました。

ＳＤＧｓの理念である「誰一人取り残さない」を念頭に、計画に記載する施策

に取り組みます。

■持続可能な開発目標 ＳＤＧｓ（エス・ディー・ジーズ）

ＳＤＧｓは、国連サミットで採択された２０３０年を期限とする

１７の持続可能な開発目標です。
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総合計画の体系

人を育み 未来につなぐ

美しい自然や景観、伝統文化など、先人から受け継がれた有形無形の

財産を守り、育て、次世代につなげていくのは人であるため、人を育み、

未来につながる飛騨高山を目指す

暮らす人、訪れる人が「しあわせ」を実感するまち 飛騨高山

基本計画

基本理念

都市像

重点戦略

戦略の考え方

政策分野分野別

計画

実施計画・財政計画

こどもが健やかに育つ

ための支援、若者が活

躍できる環境づくり

地域活動や産業、福祉

など様々な分野におけ

る人への投資

人づくりを支える

環境整備

こども・

教育・交流

こども・子育て 学校教育 歴史文化

生涯学習・文化芸術 スポーツ 交流

都市基盤

・防災

・景観

土地利用・都市計画 公共交通 住宅・公園・景観 道路・河川

上水道・下水道 防災・危機管理 消防・救急

森林・

環境・

エネルギー

森林政策 生活環境・資源循環 温暖化対策・自然環境

産業・労働

・プロモー

ション

農業・林業・畜産業 商業・工業 雇用・労働

移住定住 プロモーション・観光

着実な計画の推進

地域間連携（エリア）のまちづくり

先人から受け継いだ有形無形の財産を守り、育て、

そして未来につなぐための 人 づくり

地域福祉 障がい者福祉 高齢者福祉

児童福祉 医療・保険 健康・保健

こども・子育て 学校教育 歴史文化

生涯学習・文化芸術 スポーツ 交流

土地利用・都市計画 公共交通 住宅・公園・景観 道路・河川

上水道・下水道 防災・危機管理 消防・救急

森林政策 生活環境・資源循環 温暖化対策・自然環境

農業・林業・畜産業 商業・工業 雇用・労働

移住定住 プロモーション・観光

福祉・医療

・健康
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１ 総合計画の構成

本市の総合計画は、「基本計画」、「実施計画」、「財政計画」で構成します。

（１）基本計画

・計画期間

令和７（２０２５）年度から令和１６（２０３４）年度までの１０年とし、

５年で見直しを行います。

・基本理念

本市の今後のまちづくりについての基本的な考え方を示します。

・都市像

本市の将来のあるべき姿を示します。

・計画人口

目標とする計画人口（人口の将来展望）を示します。

・重点戦略

今後特に重点的にすすめる分野横断的な施策を示します。

・分野別計画

政策分野ごとに、目指す姿や課題、重点的にすすめる施策を示します。

・地域間連携（エリア）のまちづくり

地域間で連携してすすめるまちづくりの方向性を示します。

・着実な計画の推進

様々な取り組みを効率的かつ効果的にすすめるための施策を示します。

（２）実施計画

基本計画で示す施策を踏まえた新規、拡充及び著大事業などの重点事業の

内容と関連事業の概要や事業規模を示します。

期間は、令和７（２０２５）年度から令和１１（２０２９）年度までの前

期期間５年、令和１２（２０３０）年度から令和１６（２０３４）年度まで

の後期期間５年とし、毎年見直しを行います。

（３）財政計画

実施計画と予算の整合性を保ち、健全な財政運営を確保するため、中長期

的な財政収支見通しを示します。

期間は、実施計画と同じ前期期間５年、後期計画５年とし、毎年見直しを

行います。

別紙２
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基本計画

基本理念

都市像

計画人口

重点戦略 施策分野

１－⑴

施策分野

１－⑵

・

・

・

施策分野

２－⑴

施策分野

２－⑵

・

・

・

施策分野

３－⑴

施策分野

３－⑵

・

・

・

施策分野

４－⑴

施策分野

４－⑵

・

・

・

施策分野

５－⑴

施策分野

５－⑵

・

・

・

地域間連携（エリア）のまちづくり

着実な計画の推進

分野別計画

実施計画

施策分野

１－⑴
重点事業①

重点事業②

・

・

関連事業

施策分野

２－⑴
重点事業①

重点事業②

・

・

関連事業

施策分野

３－⑴
重点事業①

重点事業②

・

・

関連事業

施策分野

４－⑴
重点事業①

重点事業②

・

・

関連事業

施策分野

５－⑴
重点事業①

重点事業②

・

・

関連事業

財政計画

実施計画と予算の整合性を保ち、健全な財政運営を確保するための中長期的な財政収支見通し

福祉・医療

・健康

福祉・医療

・健康

こども・

教育・交流

こども・

教育・交流

都市基盤

・防災

・景観

都市基盤

・防災

・景観

森林・

環境・

エネルギー

森林・

環境・

エネルギー

産業・労働

・プロモー

ション

産業・労働

・プロモー

ション
重点戦略

重視すべき

ポイント

関連事業

施策分野

重点事業①

重点事業②

・

・

関連事業

着実な計画

の推進
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２ 現状と課題 

 

（１）人口の推移と将来推計 

  日本の人口は平成２０（２００８)年をピークに減少局面に入り、国立社会保

障・人口問題研究所による将来推計人口（令和５（２０２３）年８月推計）では、

令和２（２０２０）年以降さらに減少を続け、令和３８（２０５６）年には１億

人を下回ることが予測されています。 

また、６５歳以上の人口（高齢者人口）は増加を続け、令和２５（２０４３）年

に最大となり以後減少するものの、人口に占める６５歳以上の割合（高齢化率）

は増加し続け、令和２０（２０３８）年には人口の３分の１以上が高齢者になる

一方、１５歳未満の人口（年少人口）は減少が続き、令和３５年（２０５３）年に

は１千万人を下回ることが予想されています。 

 

本市の人口についても、平成１２(２０００)年の９７，０２３人をピークに減

少を続け、計画初年度の令和７(２０２５)年の７８，２６２人から計画期間終了

後の令和１７（２０３５）年には約６８，０００人（令和７（２０２５）年比▲１

３．１％）となる見込みです。 

また、高齢者人口は、令和２（２０２０）年に最大となり、その後は減少しま

すが、７５歳以上の人口は令和１２（２０３０）年にピークを迎える見込みです。

総人口は、計画初年度から２５年後の令和３２（２０５０）年には約５４，００

０人（令和７（２０２５）年比▲３１．２％）となり、高齢化率は４５．８％にな

ると見込まれます。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 出典：2020 年以前（実績値）総務省「国勢調査」（年齢不詳分除く） 

    2025 年以降（推計値）国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（令和 5 年 12 月推計）」 

年少人口（0～14 歳）推計

値 

生産年齢人口（15～64 歳）推計値 高齢者人口（65 歳以上）推計値 
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（２）地域別人口の推移と将来推計 

地域別の人口については、これまで高山地域の一部地区において、人口の増加

が見られましたが、今後の推計においては、全地域で人口の減少がすすむと予測

されます。減少率は地域によって差があり、高山地域から遠い地域で減少率が高

くなる傾向となっています。また、高齢化率は総じて４０％以上になると見込ま

れます。 

 

地域別の人口の推移と将来推計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

出典：令和 2(2020)年以前 総務省「国勢調査」 

    令和 7(2025)年以降 国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口 (令和 5 年推計)をもとに独自推計  

（人）

H27

(2015)年

R2

(2020)年

R7

(2025)年

R12

(2030)年

R17

(2035)年

R22

(2040)年

R27

(2045)年

R32

(2050)年

東

西

南

北

山王

江名子

新宮

三枝

大八

岩滝

花里

小計

地域・地区

実績値 推計値
人口増減率

(R2年→R32年)

高齢化率

(R32年)

高

山

地

域

丹生川地域

清見地域

荘川地域

一之宮地域

久々野地域

朝日地域

高根地域

国府地域

計

1,838 1,604 1,449 1,298 1,153 1,025 907 807 ▲49.7% 53.5%

4,497 4,179 3,765 3,392 3,045 2,715 2,425 2,182 ▲47.8% 51.9%

7,684 7,111 6,612 6,197 5,770 5,336 4,926 4,545 ▲36.1% 45.6%

11,144 11,249 10,657 10,118 9,547 8,992 8,464 7,941 ▲29.4% 44.0%

9,326 8,907 8,363 7,881 7,391 6,906 6,443 5,986 ▲32.8% 45.1%

4,087 3,991 3,739 3,534 3,338 3,157 2,984 2,798 ▲29.9% 44.1%

7,244 6,961 6,463 6,149 5,827 5,510 5,182 4,843 ▲30.4% 43.1%

2,864 2,852 2,661 2,513 2,351 2,186 2,038 1,890 ▲33.7% 43.5%

7,180 6,809 6,368 6,025 5,676 5,304 4,919 4,556 ▲33.1% 44.1%

350 329 315 293 268 246 219 198 ▲39.8% 47.5%

6,104 5,647 5,241 4,910 4,568 4,230 3,919 3,631 ▲35.7% 44.6%

62,318 59,639 55,633 52,310 48,934 45,607 42,426 39,377 ▲34.0% 44.9%

4,251 3,983 3,674 3,419 3,169 2,925 2,695 2,462 ▲38.2% 47.2%

2,363 2,166 1,975 1,817 1,672 1,537 1,388 1,253 ▲42.2% 50.0%

1,240 1,010 910 821 738 657 588 521 ▲48.4% 51.6%

2,484 2,355 2,183 2,018 1,862 1,713 1,576 1,447 ▲38.6% 48.0%

3,539 3,184 2,888 2,626 2,400 2,200 2,016 1,838 ▲42.3% 46.5%

1,656 1,438 1,278 1,146 1,035 929 825 733 ▲49.0% 54.0%

334 278 251 218 181 146 119 93 ▲66.5% 61.3%

7,743 7,537 6,890 6,363 5,868 5,399 4,964 4,542 ▲39.7% 47.5%

3,254 2,829 2,580 2,363 2,159 1,967 1,770 1,596 ▲43.6% 47.4%

89,182 84,419 78,262 73,101 68,018 63,080 58,367 53,862 ▲36.2% 45.8%

上宝・奥飛騨温泉郷地域
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（３）本市を取り巻く将来動向（長期的な視点） 

令和３２（２０５０）年の人口は、計画初年度の令和７（２０２５）年と比べ

３割以上の減少となる見込みです。 

年齢区分別にみると１５歳から６４歳の人口（生産年齢人口）及び年少人口は

ともに約４２％減少する一方で、高齢者人口は約１１％の減少で、他の区分とは

緩やかな減少で推移する見込みです。また、高齢者人口は令和２（２０２０）年

にピークを、７５歳以上の人口は令和１２（２０３０）年頃にピークを迎えるこ

とが見込まれ、日本全体よりも早いペースで人口減少や少子高齢化が進展するこ

とが予測されます。 

また、１０歳代後半から２０歳代前半の若者が進学・就職で市外へ転出し、そ

の後戻ってくる者が少ないため社会減がすすむとともに、出生数が死亡数を下回

る自然減が今後もすすむことが予測されます。 

本市の就業者数は、平成１２（２０００）年の５４，４０３人から減少し、令

和２（２０２０）年には４５，８２０人（▲１５．８％）となっています。これ

は、経済活動の担い手である生産年齢人口の減少がすすんでいることが一因であ

り、人手不足の深刻化、経済規模の縮小が懸念されます。特に宿泊業、飲食サー

ビス業、小売業、製造業及び建設業などは、全国的に労働力が不足しており、本

市においても同様の傾向となっています。働き方改革や賃金上昇への対応、潜在

労働力の就業促進、ＵＩＪターンによる人材の確保などが求められています。 

 

   全国の人口構造は、令和３２（２０５０）年には、団塊ジュニア世代（昭和

４６（１９７１）年～昭和４９（１９７４）年生まれ）が７５歳以上になるこ

とから、高齢者の人口が若年層や未成年の人口を上回り、社会保障費の増大、

医療・介護ニーズの高まりが予想されています。   

人口が減少する中において、市内の世帯数は令和２（２０２０）年に３２，７

４８世帯で、平成１７年（２００５）年から５７４世帯増加しており、１世帯あ

たりの人員が減少していることから、核家族の更なる増加や単身高齢者の増加が

想定され、多様な行政ニーズへの対応が必要となっています。 
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また、全国の外国人労働者の雇用数は、令和４（２０２２）年１０月時点で約

１８２万人であり、前年から約１０万人（５．５％）の増加となっており、要因

として雇用情勢の改善がすすんでいることに加え、改正出入国管理及び難民認定

法が平成３１（２０１９）年に施行され、「特定技能１号」「特定技能２号」が新

設されたことを受け、高度外国人材や技能実習生の受け入れがすすんでいること

が考えられます。生産年齢人口の減少に伴う人材確保策として、市内においても

外国人労働者の雇用の増加が見込まれます。 

 

今後市周辺においては、令和６（２０２４）年度には東海北陸自動車道の飛騨

清見インターチェンジと白川郷インターチェンジ間の一部区間で４車線化の事業

着手が開始されるともに、中部縦貫自動車道 高山東道路（平湯～久手間）の新

規事業化が決定され、市を取り巻く道路交通状況が変化することが予想されま

す。 

こうした時代の流れや環境の変化は、本市にも様々な面において大きな影響を

与えることが予測されます。 

 

長期的には、これまで述べた人口減少やそれに起因する様々な課題が発生する

と想定されます。そうしたことを踏まえた上で、第九次総合計画の期間内に実施

すべきことを明確にし、人々の暮らし、生活基盤を整えていくことが重要となり

ます。 
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１ 基本理念  

 

本市の今後のまちづくりについての考え方を基本理念として定めます。 

 

人を育み 未来につなぐ 

美しい自然や景観、伝統文化など、先人から受け継がれた有形無形 

の財産を守り、育て、次世代につなげていくのは人であるため、 

人を育み、未来につながる飛騨高山を目指す 

 

人口減少や少子高齢化の進展によって市民生活に及ぼされる様々な影響への対応

が、喫緊の課題となっています。 

今後、人口規模などが縮小する中では、あらゆる場面においてこれまでどおりの状

態や環境を整えていくことは困難になることが予想されます。 

 

このような中、第九次総合計画の策定に向けた市民意見交換会等においても、こど

もや子育て世帯への支援、若者の地元回帰や活躍の場の提供、様々な分野における担

い手の確保や育成など「人」に関する意見等が多く寄せられています。 

そのため、第九次総合計画では、こどもや若者をはじめとする未来の飛騨高山を支

える「人」が、飛騨高山でやさしさにつつまれて健やかに育ち、生き生きと活躍する

ことで、飛騨高山の未来につなぐことを基本理念とします。 

 

 

 

 

 

 

  

別紙３ 
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２ 都市像 

 

本市の将来のあるべき姿を都市像として掲げます。 

 

暮らす人、訪れる人が「しあわせ」を実感するまち 飛騨高山 

 

飛騨高山に暮らす人、訪れる人などすべての人が、日々の暮らしや活動などの様々

な場面で「しあわせ」を実感し、充実した日々を過ごすことができるまちを将来の姿

として描きます。 

特に、未来につながる「人」づくりを基本的な考え方として、分野横断的な取り組

みや地域が連携・一体化した取り組みによって、年齢や性別、国籍などに関わらず、

すべての人が誇りと愛着を持って、「しあわせ」を実感するまちづくりをすすめていき

ます。 
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３ 人口の将来展望と計画人口 

 

（１）人口の将来展望 

人口減少の進展とともに高齢化率が上昇し、年少人口と生産年齢人口の割合が

低下するという人口動向を考慮し、持続可能なまちづくりをすすめるため、人口

減少の緩和に加え、人口構造のあり方（支える側と支えられる側のバランス）と

いう視点を重視し、目指すべき人口の将来展望を設定します。 

 

①自然動態の改善 

合計特殊出生率を令和３２（２０５０）年までに段階的に２．０３に上昇さ

せることを目指し、今後も続く少子化の抑制を図ります。 

 

②社会動態の改善 

生産年齢人口における社会増減（転入数と転出数の差）を段階的に改善し、

令和３２（２０５０）年を目標に転出超過を解消することで、人口減少の抑制

を図ります。 

特に、１０代後半から２０代前半の一時的に市を離れる若者が将来戻りた

くなるまちの実現を目指します。 

 

③将来展望の設定 

目指すべき人口の将来展望（令和３２（２０５０）年）を 

５８，０００人とします。 

 

（２）計画人口 

人口の将来展望を踏まえ、計画人口（令和１７（２０３５）年）を 

６９，０００人とします。 
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出典：国立社会保障・人口問題研究所推計を基に高山市が推計 

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

人口の将来展望 （各年１０月１日人口） 

人口の将来展望の年齢３区分別人口・割合 
（単位：人） 

＋3,851 

出典：＜将来展望＞国立社会保障・人口問題研究所推計を基に高山市が推計 

   ＜将来推計＞国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（令和５年８月推計）」 

R2年
(2020年)

R7年
(2025年)

R12年
(2030年)

R17年
(2035年)

R22年
(2040年)

R27年
(2045年)

R32年
(2050)年

R37年
(2055)年

R42年
(2060)年

R47年
(2065)年

R52年
(2070)年

年少人口
（0～14歳）

10,554 8,943 7,672 6,880 6,734 6,745 6,721 6,440 6,022 5,593 5,377

生産年齢人口
（15～64歳）

45,703 41,676 38,698 35,545 31,376 28,348 26,237 24,861 23,920 22,988 22,086

高齢者人口
（65歳以上）

28,162 27,760 27,149 26,507 26,630 25,915 24,755 23,045 20,958 18,909 16,893

総　数 84,419 78,379 73,519 68,932 64,740 61,008 57,713 54,346 50,900 47,490 44,356
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出典：＜将来展望＞国立社会保障・人口問題研究所推計を基に高山市が推計 
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出典：＜実績値＞総務省「国勢調査」、＜将来展望＞高山市（地域間の移動は考慮していない） 

   地域別の人口は、町丁・字などで集計（まちづくり協議会の範囲とは一部異なるところがある） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域別の人口の将来展望 

 

 

（人）

H27

(2015)年

R2

(2020)年

R7

(2025)年

R12

(2030)年

R17

(2035)年

R22

(2040)年

R27

(2045)年

R32

(2050)年

東

西

南

北

山王

江名子

新宮

三枝

大八

岩滝

花里

小計

地域・地区

実績値 将来展望
人口増減率

(R2年→R32年)

高齢化率

(R32年)

高

山

地

域

丹生川地域

清見地域

荘川地域

一之宮地域

久々野地域

朝日地域

高根地域

国府地域

計

1,838 1,604 1,448 1,307 1,170 1,053 952 873 ▲45.6% 49.4%

4,497 4,179 3,771 3,411 3,084 2,788 2,541 2,353 ▲43.7% 48.3%

7,684 7,111 6,624 6,231 5,848 5,475 5,146 4,868 ▲31.5% 42.8%

11,144 11,249 10,676 10,181 9,678 9,220 8,830 8,475 ▲24.7% 41.3%

9,326 8,907 8,377 7,932 7,492 7,086 6,727 6,401 ▲28.1% 42.4%

4,087 3,991 3,747 3,553 3,385 3,243 3,118 2,993 ▲25.0% 41.3%

7,244 6,961 6,473 6,188 5,910 5,656 5,409 5,171 ▲25.7% 40.5%

2,864 2,852 2,667 2,529 2,385 2,243 2,129 2,026 ▲29.0% 40.7%

7,180 6,809 6,377 6,067 5,756 5,450 5,147 4,881 ▲28.3% 41.3%

350 329 311 291 271 252 233 214 ▲35.0% 44.4%

6,104 5,647 5,248 4,936 4,628 4,344 4,098 3,890 ▲31.1% 41.7%

62,318 59,639 55,719 52,626 49,607 46,810 44,330 42,145 ▲29.3% 42.1%

4,251 3,983 3,680 3,436 3,208 2,998 2,814 2,641 ▲33.7% 44.1%

2,363 2,166 1,978 1,824 1,694 1,573 1,453 1,346 ▲37.9% 46.7%

1,240 1,010 911 824 746 677 616 565 ▲44.1% 47.8%

2,484 2,355 2,185 2,031 1,887 1,758 1,648 1,551 ▲34.1% 44.9%

3,539 3,184 2,892 2,639 2,429 2,261 2,112 1,983 ▲37.7% 43.2%

1,656 1,438 1,279 1,152 1,048 954 866 787 ▲45.3% 50.6%

334 278 248 214 179 146 119 98 ▲64.7% 59.2%

7,743 7,537 6,901 6,398 5,946 5,543 5,195 4,881 ▲35.2% 44.4%

3,254 2,829 2,586 2,375 2,188 2,020 1,855 1,716 ▲39.3% 44.2%

89,182 84,419 78,379 73,519 68,932 64,740 61,008 57,713 ▲31.6% 42.9%

上宝・奥飛騨温泉郷地域
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１  重点戦略の設定   
 基本理念に沿った市政運営、都市像の実現に向けた歩みを着実なもの

とするため、長期的な視点で将来を見据え、持続可能なまちの実現に向

け、分野横断的かつ重点的な取り組みを「重点戦略」に位置づけます。  

 重点戦略は、人口減少が今後も 進行し、社会活動や経済活動の縮小が

見込まれる状況においても、こどもが健やかに育ち、若者が生き生きと

活躍でき、市民が生きがいを持って働き、充実した暮らしを営むなど、

今を生きる、将来を担う市民が、このまちに住むことに「しあわせ」を

実感する 社会を実現するため、分野別計画とは別に分野横断的な戦略と

して方向性を示すものとします。  

 

（１）市を取り巻く状況  

市では、平成１６（２００４）年以降、死亡数が出生数を上回る状

況が続いています。また、平成１５（２００３）年以降、転出者が転

入者を上回る転出超過が続き、人口減少がすすんでいます。  

そのような状況において、自治体が拡大基調の政策をすすめること

は、将来にわたる持続可能なまちづくりを目指す ためには困難となっ

ており、政策の選択と集中が求められています。  

また、少子化等に関するアンケート調査では、出生率が低迷してい

る原因として、経済的な理由のほか、価値観の変化なども理由として

あげられています。  

さらに、将来の進路や仕事に関する意識・希望アンケート調査では、

住んでいる地域への愛着が減少するとともに、将来的に戻ってきたい

と考える高校生の割合が減少しています。  

そのため、１５歳未満の年少人口、１５歳から６ ４歳の生産年齢人

口の減少により、地域活動や産業、福祉をはじめ様々な分野における

人材や担い手が不足しています。  

 

（２）課題  

住 み 慣 れ た 地 域 で 安 心 し て 安 全 で 快 適 に 生 活 で き る 環 境 や 幼 少 期

から地域への愛着を醸成することで、将来的に戻ってきたいと思う若

者の増加が求められており、また戻ってきた若者が活躍するための環

境整備が必要です。  

また、家庭、学校、地域、関係団体、事業者、行政など様々な関係

者が一丸となって、こどもが健全に育まれる環境を整備していくこと

が必要です。  

一方で、人口減少、少子高齢化を見据えて、デジタル技術の活用や

限られた人材の新たな活躍の場の提供などにより、様々な分野の人材、

担い手などの不足に対応することが求められています。  

あわせて、先人から受け継いだ飛騨高山の有形無形の財産や、安全

で安心 でき る 暮 ら しを将 来に つな ぐ ための 人へ の投 資 や環境 整備が

求められています。  

別紙４  
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（３）重点戦略の設定  
 

先人から受け継いだ有形無形の財産を守り、育て、  

そして未来につなぐための  人  づくり  

 

なお、戦略の実効性を高めるため、市を取り巻く状況や課題を踏ま

え、３つの方向性を定め、取り組みます。  

・こどもが健やかに育つための支援、若者が活躍できる環境づくり  

・地域活動や産業、福祉など様々な分野における人への投資  

・人づくりを支える環境整備  

 

（４）重点戦略の体系  

重点戦略

の方向性  
重視すべきポイント  ポイントごとの取り組み  

こ ど も が

健 や か に

育 つ た め

の 支 援 、若

者 が 活 躍

で き る 環

境 づ く り  

健 や か に 育 つ 環 境 づ く り  1  こ ど も が 健 や か に 育 つ た め 、 様 々

な 関 係 者 と 連 携 し 、 切 れ 目 の な い

支 援 に 取 り 組 み ま す 。  

2  こ ど も が 安 全 で 安 心 し て 過 ご す

こ と が で き る 居 場 所 づ く り に 取

り 組 み ま す 。  

夢 や 希 望 が 持 て る 環 境 づ

く り  

 

3  こ ど も や 若 者 が 飛 騨 高 山 へ の 愛

着 を 深 め る た め の 意 識 醸 成 に 取

り 組 み ま す 。  

4  事 業 者 や 地 域 と 連 携 し 、 若 者 の 地

元 定 着 に 取 り 組 み ま す 。  

地 域 活 動

や 産 業 、福

祉 な ど

様 々 な 分

野 に お け

る 人 へ の

投 資  

日 々 の 暮 ら し と 地 域 活 動

を 支 え る 人 づ く り  

5  市 民 の 日 常 生 活 を 支 え る 人 づ く

り に 取 り 組 み ま す 。  

6  地 域 活 動 を 支 え る 人 づ く り に 取

り 組 み ま す 。  

地 域 の 元 気 を 支 え る 未 来

の 担 い 手 づ く り  

7  事 業 の 承 継 や 後 継 者 の 育 成 な ど

未 来 を 担 う 人 づ く り に 取 り 組 み

ま す 。  

8  多 様 な 人 材 の 活 躍 の 場 の 創 出 や

多 様 な 働 き 方 へ の 対 応 な ど 人 へ

の 投 資 に 取 り 組 み ま す 。  

人 づ く り

を 支 え る

環 境 整 備  

自 分 ら し く 充 実 し て 暮 ら

せ る 環 境 づ く り  

9  地 域 社 会 で の 自 立 し た 暮 ら し に

向 け た 相 談 体 制 や 家 族 へ の 支 援

の 充 実 に 取 り 組 み ま す 。  

1 0  多 様 な 市 民 が 生 き が い や 喜 び を

感 じ 、 交 流 で き る 機 会 の 提 供 に 取

り 組 み ま す 。  

快 適 で 安 全 な 環 境 づ く り  11  住 み 慣 れ た 地 域 で 安 心 し て 暮 ら

せ る 環 境 の 整 備 に 取 り 組 み ま す 。  

1 2  公 共 交 通 や 道 路 な ど 快 適 環 境 を

整 備 し 、 市 民 の 利 便 性 向 上 に 取 り

組 み ま す 。  
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２  重点戦略の主な取り組み  
  

（１）こどもが健やかに育つための支援、若者が活躍できる環境づくり  

  ①健やかに育つ環境づくり  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

こどもが健やかに育つため、様々な関係者と連携し、切れ目の

ない支援に取り組みます。  
［児童福祉］  

◇  こ ど も家 庭相 談シ ステ ム の導 入な どに より 、こ ども のラ イフス テ ー

ジ に 応じ た切 れ目 のな い 支援 の充 実を 図り ま す。  

◇  学 校 や地 域、 関係 団体 等 のサ ポー トネ ット ワ ーク の整 備な どに よ

り 、 こど もや その 家族 が 安心 して 暮ら せる 地 域づ くり をす すめ ま

す 。  

［健康・保健］  

◇  若 年 層か らの 健診 や、多 様 な主 体（医 師・学 校・企業・医療保 険 者

等 ）と の連 携 な ど によ り、切れ 目の な い健 診・保健 指導 を 図り ま す。 

［こども・子育て］  

◇  胎 児 期か ら成 人期 まで の 切れ 目の ない 健診 や 支援 によ り 、生活 習 慣

病 や 社会 生活 への 不適 応 を予 防し 、心 身の 健 康増 進を 図り ます 。  

◇  子 育 てに かか る経 済負 担 の軽 減の ため の各 種 の給 付や 助成 の充 実

な ど によ り、出 産や子 育 ての 希望 をか なえ 、こど もや 家 庭が温 か に

見 守 られ 、支 えら れる 地 域づ くり をす すめ ま す。  

◇  保 育 や幼 児教 育 、その 他 多様 な託 児サ ービ ス の提 供と とも に、必 要

な 人 材の 確保・育成に よ り、保護 者 が就労 と 子育 てを 両立 し、こ ど

も が 豊か に育 まれ る環 境 整備 を図 りま す。  

◇  親 子 の愛 着形 成の 促進 な どき め細 かな 子育 て 支援 の充 実に より 、安

心 し てこ ども を生 み育 て やす い地 域づ くり を すす めま す。  

 

こどもが安全で安心して過ごすことができる居場所づくりに取

り組みます。  
［こども・子育て］  

◇  屋 内 外の「こ ど もの遊 び 場」の魅 力 向上の た めの 施設 整備 と活 用 促

進 に より 、楽 し く、健 や かに こど もが 育つ た めの 環境 の創 出、地 域

へ の 誇り と愛 着の 醸成 を 図り ます 。  

◇  放 課 後児 童ク ラブ に専 用 アプ リを 導入 し、効 果 的に 運用 するこ と に

よ り 、保 護者 な どの負 担 軽減 やサ ービ ス向 上 、こ ども の 健全育 成 の

た め の環 境整 備を すす め ます 。  

◇  こ ど もが 安心 して 自分 ら しく 過ご すこ との で きる「居 場 所」を 持 て

る よ う、官民 連 携によ る 環境 整備 と利 用促 進 によ り、誰 一人取 り 残

さ な い地 域づ くり をす す めま す。  

［学校教育］  

◇  不 登 校児 童生 徒に 対す る 多様 な支 援の 展開 な どに より 、幅広い 学 び

の 環 境を 提供 しま す。  

◇  小 中 一貫 教育 の推 進に よ り、 学習 環境 づく り に取 り組 みま す。  

◇  学 校 の適 正規 模・ 適正 配 置の 検討 をす すめ ま す。  

◇  学 校 の適 正規 模を 考慮 し た整 備に より 、学 校 施設 の学 習環 境の 保 全

と 安 全性 や利 便性 の向 上 を図 りま す。  
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②夢や希望が持てる環境づくり  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こどもや若者が飛騨高山への愛着を深めるための意識醸成に取

り組みます。  
［こども・子育て］  

◇  こ ど もが まち づく りに 参 画す る仕 組み を整 え る な ど 、こ どもの 意 見

が 反 映さ れる 社会 をつ く るこ とに より 、将 来 の社 会の 担い 手の 育 成

を す すめ ます 。  

［学校教育］  

◇  社 会 科副 読本 の更 新や 地 元 住 民の 協力 によ り 、身近 でわ かりや す く

特 色 のあ る郷 土学 習を す すめ ます 。  

［森林政策］  

◇  幼 少 期か ら大 人ま で世 代 に応 じた 木育・森 林 環境 教育 によ り、森 林

に 対 して 責任 ある 行動 を とる こと がで きる 人 づく りを すす めま す 。 

［プロモーション・観光］  

◇  飛 騨 高山 の有 する 様々 な 魅力 や価 値の 再認 識 と磨 き上 げに より 、生

ま れ 育っ た地 域 へ の愛 着 と郷 土へ の 誇 りの 醸 成を 図り ます 。  

 

事業者や地域と連携し、若者の地元定着に取り組みます。  
［学校教育］  

◇  Ｉ Ｃ Ｔ 機 器を 活用 した 高 度な 学習 環境 の提 供 など によ り 、学校 に お

け る 教育 の デ ジタ ル化 を 図り ます 。  

［生涯学習・文化芸術］  

◇  地 域 や事 業者 と連 携し た 取り 組み など によ り 、若者 の 交 流や 主 体 的

な 活 動を 支援 しま す 。  

［雇用・労働］  

◇  地 域 の魅 力を 市内 外に 発 信す るな ど 、地元 企 業と の連 携に より 、地

元 就 職と 地域 への 定着 の 促進 を図 りま す 。  
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（２）地域活動や産業、福祉など様々な分野における人への投資  

  ①日々の暮らしと地域活動を支える人づくり  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民の日常生活を支える人づくりに取り組みます。  
［障がい者福祉］  

◇  障 が い福 祉 人 材の 育成・確保 によ り 、安定 的 な 障 がい 福祉 サー ビ ス

の 提 供 を 図り ます 。  

［高齢者福祉］  

◇  介 護 人材 の育 成・確保 に より 、安 定 的な介 護 サー ビス の提 供を 図 り

ま す 。  

［医療・保険］  

◇  高 度 医療 機関 及び 中核 病 院と の連 携な どに よ り 、地 域医 療体制 を 安

定 的 に維 持し ます 。  

◇  医 療 機関 と連 携し た医 療 を目 指す 学生 への 支 援な どに より 、医 療 人

材 の 育成 確保 を図 りま す 。  

［公共交通］  

◇  バ ス やタ クシ ーな ど市 民 の移 動を 支え る運 転 手の 確保 への 支援 に

よ り 、公 共交 通の 維持 ・ 向上 を図 りま す。  

 

地域活動を支える人づくりに取り組みます。  
［歴史文化］  

◇  地 域 で継 承さ れて いる 祭 礼行 事や 伝統 行事 の 維持 に向 けた 検討 を

す す めま す。  

［防災・危機管理］  

◇  災 害 時に 必要 な知 識や ス キル を身 につ ける た めの 防災 リー ダー の

育 成 や防 災教 育の 推進 な どに より 、災害 に 対 応で きる 人材 の育 成 を

す す めま す。  

［消防・救急］  

◇  消 防 団員 の処 遇改 善と 負 担軽 減 な ど に より 、消 防団 の維 持 と 地 域 消

防 力 の強 化を 図り ます 。  

［移住定住］  

◇  市 内 で充 実し て暮 らす 若 者等 の姿 、まちや 職 場の 魅力 など の 情 報 の

発 信 強化 によ り 、地域 の 成長 と発 展に 寄与 す る Ｕ ＩＪ ター ン者 の 確

保 を 図り ます 。  

［協働のまちづくり］  

◇  地 域 の負 担軽 減や 、多 様 な主 体と の協 働を 促 進し 、町 内 会やま ち づ

く り 協議 会な ど へ の支 援 によ り 、地 域コミ ュ ニテ ィの 維持 や 活 性 化

に 向 けた 取り 組み をす す めま す。  

◇  住 民 、町 内会 、市民活 動 団体 、学 校 、事業 者 など 、地 域 づくり の 様々

な 担 い手 の 協 働 を 促進 す るこ とに より 、地 域 課題 に取 り組 む環 境 整

備 を すす めま す。  
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  ②地域の元気を支える未来の担い手づくり  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業の承継や後継者の育成など未来を担う人づくりに取り組み

ます。  
［住宅・公園・景観］  

◇  伝 統 建築 産業 など の後 継 者育 成や 伝統 構法 へ の支 援に より 、飛 騨 の

匠 を 継承 する 人材 を確 保 しま す。  

［農業・林業・畜産業］  

◇  幅 広 い世 代で 農業 への 関 心を 高め 、多 様な 担 い手 や働 き手 の確 保 、

遊 休 農地 の解 消な どに よ り、 持続 可能 な農 業 をす すめ ます 。  

◇  繁 殖 牛舎 等の 整備 や自 立 経営 への 支援 など に より 、新た な担い 手 の

確 保 と定 着を 図り ます 。  

［商業・工業］  

◇  中 小・小 規模 事 業者の 経 営基 盤の 強化 や事 業 承継 、市 内 への 本 社 機

能 移 転な どの 促進 によ り 、事業 の継 続と産 業 構造 の多 様化 を図 り ま

す 。  

 

多様な人材の活躍の場の創出や多様な働き方への対応など人へ

の投資に取り組みます。  
［高齢者福祉］  

◇  デ ジ タル 技術 の活 用に よ り、 介護 認定 事務 の 効率 化を 図り ます 。  

［農業・林業・畜産業］  

◇  移 住 者や 県立 森林 文化 ア カデ ミー の学 生へ の 支援 によ り 、新た な 担

い 手 の確 保と 定着 を図 り ます 。  

［雇用・労働］  

◇  多 様 な人 材の 確保・育 成 によ り、働 きがい の ある 労働 環境 の整 備 を

促 進 しま す。  
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（３）人づくりを支える環境整備  

  ①自分らしく充実して暮らせる環境づくり  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域社会での自立した暮らしに向けた相談体制や家族への支援の

充実に取り組みます。  
［地域福祉］  

◇  多 く の機 関が 連携 しな が ら相 談や 支援 につ な げる 重層 的支 援体 制 の

構 築 によ り、 複雑 化し た 生活 課題 への 対応 や 市民 生活 の不 安解 消 を

図 り ます 。  

［障がい者福祉］  

◇  地 域 生活 支援 拠点 の機 能 の充 実・ 強化 によ り 、障 がい 者の 日常 生 活

の 自 立や 社会 参加 を 促 進 しま す 。  

◇  基 幹 相談 支援 セン ター の 体制 強化 によ り、 障 がい 者や その 家族 が 直

面 す る様 々な 課題 に対 す る専 門的 な支 援や 情 報提 供を 行い ます 。  

◇  福 祉 事業 者や 地域 との 連 携の 強化 など によ り 、障 がい 者の 親亡 き 後

や 障 がい 者及 び介 護者 が 高齢 にな って も、 い つま でも 地域 で安 心 し

て 暮 らせ る体 制づ くり を すす めま す。  

［高齢者福祉］  

◇  介 護 予防 の推 進に より 、 高齢 にな って も心 身 とも に健 康で 活躍 で き

る 環 境整 備を 図り ます 。  

◇  判 断 能力 が不 十分 な方 や 身寄 りの ない 高齢 者 など の生 活課 題へ の 支

援 体 制の 充実 によ り、 誰 もが 安心 して 年齢 を 重ね られ る地 域づ く り

を す すめ ます 。  

◇  認 知 症の 方や その 家族 の 負担 軽減 によ り、 認 知症 フレ ンド リー 社 会

の 実 現を 図り ます 。  

◇  在 宅 生活 に対 する 支援 な どに より 、高 齢者 が 安心 して 暮ら せる 地 域

づ く りを すす めま す。  

［医療・保険］  

◇  介 護 予防 と一 体的 な保 健 事業 の推 進に より 、 高齢 でも 心身 とも に 健

康 で 活躍 でき る環 境整 備 をす すめ ます 。  

［健康・保健］  

◇  相 談 体制 の充 実 な ど に よ り、こ こ ろの 健康 の 保持 と 増 進を 図り ま す。 

［移住定住］  

◇  移 住 する 人や 移住 した 人 の 想 い に 寄り 添っ た 暮ら しへ の支 援に よ

り 、 暮ら した い 、 戻っ て きた い と 思え るま ち づく りを すす めま す 。  
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多様な市民が生きがいや喜びを感じ、交流できる機会の提供に

取り組みます。  
［地域福祉］  

◇  総 合 福祉 セン ター 機能 の 整理 によ り 、市民 の 活動 の場 の確 保を 図 り

ま す 。  

［生涯学習・文化芸術］  

◇  高 山 駅西 地区 複合・多 機 能施 設の 整備 など に より 、あ ら ゆる世 代 の

交 流 、生 涯学 習活 動、 文 化芸 術活 動の 場を 提 供し ます 。  

◇  市 民 主体 の文 化芸 術活 動 に対 する 支援 や学 習 情報 の提 供な どに よ

り 、 喜び や生 きが いを 感 じら れる 機会 の充 実 を図 りま す。  

［スポーツ］  

◇  気 軽 に体 を動 かす 機会 の 創出 など によ り、ス ポ ーツ が身 近にな る 環

境 を 提供 しま す。  

◇  野 球 場や 中山 公園 陸上 競 技場 の 整 備を はじ め 、既存 施設 の適正 な 維

持 修 繕に より 、市 民が ス ポー ツに 触れ る環 境 の充 実を 図り ます 。  

［交流］  

◇  国 内 外の 姉妹 友好 都市 な どと の継 続的 な交 流 によ り 、産 業経済 を は

じ め とし た地 域の 活性 化 や人 々の 心の 豊か さ の創 出を 図る とと も

に 、 広い 視野 を持 った 次 世代 の人 材育 成を 図 りま す。  

［土地利用・都市計画］  

◇  高 山 駅西 地区 複合・多 機 能施 設の 整備 によ り 、高 山駅 西 地区の 活 性

化 と 高山 駅東 側と 西側 と が 連 動 し た 賑 わい の 創出 を図 りま す。  

［住宅・公園・景観］  

◇  公 園 やま ちか どス ポッ ト の再 整備 な ど によ り 、こど もの 遊び場 や 憩

い の 場の 充実 を図 りま す 。  

［多文化共生・人権］  

◇  多 様 な生 き方 や働 き方 に 対す る市 民の 意識 醸 成な どに より 、誰 も が

自 分 らし く生 きら れる 社 会の 実現 を図 りま す 。  

◇  在 住 外国 人へ の暮 らし に 必要 な様 々な サポ ー トや 外国 人材 受入 事

業 者 への 支援 など によ り 、異な る文 化を持 つ 人々 が互 いに 安心 し て

暮 ら せる 環境 づく りに 取 り組 みま す。  

◇  外 国 語講 座や 異文 化交 流 イベ ント など の開 催 によ り 、多 様な文 化 や

異 な った 価値 観を 尊重 す る市 民意 識の 醸成 を 図る とと もに 、相 互 理

解 を 深め ます 。  
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  ②快適で安全な環境づくり  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

住み慣れた地域で安心して暮らせる環境の整備に取り組みます。  
［高齢者福祉］  

◇  地 域 のニ ーズ に応 じた 買 い物 支援 など によ り 、住 み慣 れた 地域 で の

生 活 の維 持を 図り ます 。  

［医療・保険］  

◇  国 保 診療 所や 移動 診療 車 の運 営な どに より 、 地域 医療 体制 の充 実 を

図 り ます 。  

［健康・保健］  

◇  一 人 ひと りの ここ ろの 不 調に 対す る気 づき を 促す 支援 によ り、 個 人

が 社 会と つな がり を持 ち やす くす る環 境づ く りを すす めま す 。  

◇  イ ン セン ティ ブ制 度等 の 活用 によ り、健康 に 関心 が薄 い人 をは じ め、

市 民 が健 康づ くり に取 り 組む こと がで きる 社 会環 境づ くり をす す め

ま す 。  

［土地利用・都市計画］  

◇  緑 地 保全 に対 する 制度 の 拡充 など によ り、 山 林の 保全 や里 山景 観 の

維 持 を図 りま す。  

［住宅・公園・景観］  

◇  耐 震 診断 から 耐震 改 修 へ の効 果的 な誘 導に よ り、 安全 で安 心し て 暮

ら す こと がで きる 住宅 環 境の 整備 を図 りま す 。  

［道路・河川］  

◇  道 路 台帳 や除 雪業 務の デ ジタ ル化 の推 進に よ り、 市民 の利 便性 の 向

上 と 効率 的な 除雪 を図 り ます 。  

◇  水 門 の遠 隔監 視や 自動 制 御化 によ り、 降雨 時 など の 住 宅地 への 流 入

抑 制 を早 期に 行う 仕組 み を構 築し ます 。  

［防災・危機管理］  

◇  地 域 住民 によ る地 区防 災 計画 の策 定を 促進 す ると とも に、 実践 的 な

防 災 訓練 を実 施す るこ と によ り、 地域 にお け る防 災体 制の 確立 を す

す め ます 。  

［消防・救急］  

◇  救 急 と医 療機 関の 連携 に よる 搬送 体制 の整 備 によ り、 市民 の生 命 を

守 り ます 。  

［移住定住］  

◇  民 間 事業 者と 連携 した 移 住者 と地 域住 民と の 交流 イベ ント など に よ

り 、 互い に理 解し 合い 、 協力 して 豊か な地 域 社会 を築 いて いく 環 境

づ く りを 促進 しま す。  
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公共交通や道路など快適環境を整備し、市民の利便性向上に取

り組みます。  
［土地利用・都市計画］  

◇  長 期 的視 点 に 立ち 、社 会 的な 変化 など に対 応 する 都市 計画 に見 直 す

こ と によ り 、 適正 な土 地 利用 を図 りま す。  

◇  中 心 市街 地の 活性 化な ど によ り 、市 街地中 心 部の 魅力 創出 を図 り ま

す 。  

◇  都 市 計画 道路 西之 一色 花 岡線 、市 道 若達花 岡 線、市道 下 三之町 線 に

お け る無 電柱 化の 推進 に より 、安全 に通行 で きる 環境 の確 保や 景 観

の 保 全を 図り ます 。  

［公共交通］  

◇  の ら マイ カー やま ちな み バス 、匠バ スなど の 運行 ルー トや ダイ ヤ の

見 直 しに より 、利 用し や すい 地域 公共 交通 の 確保 を図 りま す。  

◇  自 家 用有 償旅 客運 送、ラ イド シ ェア 、デマン ド タク シー など によ り 、

地 域 の特 性に 応じ た移 動 方法 を検 討し ます 。  

◇  待 合 いス ペー ス等 の整 備 など によ り 、公共 交 通の 利用 環境 の向 上 を

図 り ます 。  

◇  公 共 交通 利用 に対 する 各 種補 助制 度の 拡充 や 見直 しを 行い ます 。  

［道路・河川］  

◇  都 市 計画 道路 松之 木千 島 線、西之 一 色花岡 線 、市 道旅 行 村線な ど の

整 備 によ り、 道路 交通 の 利便 性の 向上 を図 り ます 。  

◇  中 部 縦貫 自動 車道 や 国 道 ４ １ 号石 浦バ イパ ス 、東海 北陸 自動車 道 全

線 ４ 車線 化 な ど広 域交 通 網の 整備 促進 とと も に 、イ ンタ ーチェ ン ジ

周 辺 をは じめ 沿線 の地 域 活性 化を 図り ます 。  

◇  都 市 計画 道路 など の交 差 点改 良や 幹線 市道 の 計画 的な 長寿 命化 改

修 に より 、快 適な 道路 環 境の 維持 ・向 上を 図 りま す。  
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■各主体に期待すること（役割分担）  

 

 総合計画は、行政だけで取り組みをすすめても将来のあるべき姿を実

現することができません。誰もが「しあわせ」を実感できるまちをつく

るためには、市民、各種団体、事業者、行政など様々な主体が同じ目線

に立って、互いに力を合わせ、それぞれの特徴を活かした活動をすすめ

ることが重要です。  

 そのため、重点戦略の取り組みをすすめるにあたり、各主体に期待す

ることを例示的に示し、取り組みの一助とするとともに、まちづくりに

関する様々な主体が連携することで、都市像の実現を図ります。  

 

 ○各種団体  

  ・地域の安全で安心した生活に向けた連携の推進  

  ・子育て世代や若者などの活動に対する支援や情報共有  

  ・学校運営への参画や地域全体での郷土愛の醸成  

  ・地域の魅力を向上させる土地利用等の推進  

  ・労働環境向上に向けた支援や情報共有  

 

 ○事業者  

  ・地域の安全で安心した生活に向けた連携の推進  

  ・新たな技術や資格等への学習の機会創出の推進  

  ・地域の魅力を向上させる土地利用等の推進  

  ・ワーク・ライフ・バランスの推進や こどもを生み育てやすい労働

環境づくり  

  ・働きやすい、働きがいのある職場の環境づくり  

 

 ○個人（市民）  

  ・住民同士の支え合いや支援が必要な方への手助け 、必要な時に助

けを求めることができる環境づくり  

  ・こどもや子育て家庭の見守り、応援  

  ・こどもや若者の地域に対する誇りと愛着の醸成  

  ・地域の魅力を向上させる土地利用等の推進  

  ・お互いの個性や特性を認め合う意識の向上  
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■幸福実感指標  

 

 

 

指 標 名  指 標 の説 明  
単

位  
現 状 値  

中 間 目標  

(2029) 

目 標  

(2034） 

市 民 幸福 度  

(Well-Being

指 標 ）  

『 現 在 あ な た は ど の 程 度 し

あ わ せで すか 。「 とて も しあ

わ せ 」を 10 点 、「と て も不

幸 」 を 0 点 とす ると 、 何点

く ら い に な る と 思 い ま す

か 』 の平 均値  

点  
(2024) 

 
  

市 民 幸福 度  

(Well-Being

指 標 ）  

『 今 から 5 年後 、あ な たは

ど の 程 度 し あ わ せ だ と 思 い

ま す か。「 とて もしあ わ せ 」

を 10 点 、「 とて も不幸 」を 0

点 と す る と 、 何 点 く ら い に

な る と 思 い ま す か 』 の 平 均

値  

点  
(2024) 

 
  

市 民 満足 度  「 こ ど も が 健 や か に 育 つ 環

境 が 整 っ て い る 」 と 感 じ て

い る 市民 の割 合  

％  
(2024) 

 
⤴ ⤴ 

市 民 満足 度  「 若 者 が 活 躍 で き る 環 境 が

整 っ て い る 」 と 感 じ て い る

市 民 の割 合  

％  
(2024) 

 
⤴ ⤴ 

市 民 満足 度  「 地 域 を 支 え る 担 い 手 を 確

保 で き る 環 境 が 整 っ て い

る 」 と 感 じ て い る 市 民 の 割

合  

％  
(2024) 

 
⤴ ⤴ 

市 民 満足 度  「 地 域 産 業 が 受 け 継 が れ る

た め の 人 材 確 保 ・ 後 継 者 育

成 が 進 ん で い る 」 と 感 じ て

い る 市民 の割 合  

％  
(2024) 

 
⤴ ⤴ 

市 民 満足 度  「 生 き が い や 喜 び を も っ

て 、 自 分 ら し く 生 活 で き る

環 境 が 整 っ て い る 」 と 感 じ

て い る市 民の 割合  

％  
(2024) 

 
⤴ ⤴ 

市 民 満足 度  「 地 域 で 住 み や す い 環 境 が

整 っ て い る 」 と 感 じ て い る

市 民 の割 合  

％  
(2024) 

 
⤴ ⤴ 
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福祉・医療・健康 
・地域福祉  

・障がい者福祉  

・高齢者福祉  

・児童福祉  

・医療・保険  

・健康・保健   

別紙５  
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福祉・医療・健康  
  

【目指す姿】  

障がいや病気の有無、年齢などに関わらず、生き生きとした暮らしの

実現  

 

【目指す姿を実現するための方向性】  

  市民一人ひとりのニーズが多様化・複雑化するなかで、地域、事業

者、行政、その他関係者が一体となった支援が求められています。 

  障がい者や高齢者などが住み慣れた地域で自立した生活を維持で

きる環境整備が求められています。  

  どこに住んでいても適切にサービスを享受し、心身ともに豊かな生

活を送ることができる環境整備が求められています。  

 

■施策分野別の課題と方向性  

［地域福祉］  

  多様化、複雑化する課題やニーズに対応する支援や対策が求められ

ています。  

  ⇒地域全体が助け合う社会の実現  

  自立した生活に向けての支援や安全安心で快適な環境の整備など

の取り組みが求められています。  

  ⇒自立した生活を実現するための不安の解消  

 

［障がい者福祉］  

  障がい者の地域での自立した生活を維持できる環境の整備が求め

られています。  

  ⇒自立した地域生活の維持継続  

  早期発見や適切な対応へとつなげるための地域社会が一体となっ

た支援が求められています。  

  ⇒地域社会が一体となった支援体制の確立  

 

［高齢者福祉］  

  介護が必要となる状態を予防し、社会で活躍できる状態を長く続け

られる取り組みが求められています。  

  ⇒高齢者の社会参加の促進  

  介護が必要となった場合でも、住み慣れた地域での生活が維持でき

る仕組みが求められています。  

  ⇒住み慣れた地域で生活を維持するための仕組みの構築  

  高齢者が安心して必要な介護サービスが受けられる 環境が求めら

れています。  

  ⇒安定した介護サービスの提供  
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［児童福祉］  

  核家族化や地域のつながりの希薄化による子育ての孤立化への支

援が求められています。  

  こどもや家庭の多様化・複雑化する困りごとに対して、成長段階に

応じた切れ目のない支援が求められています。  

  ⇒誰一人取り残さない切れ目のない支援体制の充実  

 

［医療・保険］  

  どこに住んでいても、医療を受けることができ、将来にわたり持続

可能な医療体制の整備が求められています。  

  ⇒地域医療体制の充実  

  安定した、平等な医療保険制度を維持する必要があります。  

  ⇒安定的で持続可能な医療保険制度の運営  

 

［健康・保健］  

  健康寿命の延伸に向けた取り組みや 病気の予防に向けた対策に取

り組む必要があります。  

  ⇒生活習慣病の発症、重症化予防  

  体の健康だけでなく、心も健康でいられる社会を目指すことが求め

られています。  

  ⇒こころの健康増進  

  健康に関心の薄い人や若者から高齢者までの幅広い世代に対して、

誰もが無理なく健康的な生活を送る ことができる環境の整備が求

められています。  

  ⇒健康を支える環境の整備  
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■重点的にすすめる施策  

［地域福祉］  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［障がい者福祉］  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［高齢者福祉］  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域全体が助け合う社会の実現  
◇  総合福祉センター機能の整理により、市民の活動の場の確保を図ります。 

◇  福祉ボランティアや市民活動団体の育成強化、ボランティア活動への参

加促進などにより、地域全体が助け合う社会の実現を図ります。  

自立した生活を実現するための不安の解消  
◇  孤独・孤立や生活困窮などへの支援体制の強化により、暮らしの中で直

面する様々な課題に対し、寄り添いながら包括的で効果的な支援をすす

めます。  

◇  多くの機関が連携しながら相談や支援につなげる重層的支援体制の 構築

により、複雑化した生活課題への対応や市民生活の不安解消を図ります。 

 

自立した地域生活の維持継続  
◇  地域生活支援拠点の機能の充実・強化により、障がい者の日常生活の自

立や社会参加を促進します。  

◇  障がい福祉人材の育成・確保により、 安定的な障がい福祉サービスの充

実を図ります。  

地域社会が一体となった支援体制の確立  
◇  基幹相談支援センターの体制強化により、障がい者やその家族が直面す

る様々な課題に対する専門的な支援や情報提供を行います。  

◇  福祉事業者や地域との連携の強化などにより、障がい者の親亡き後や障

がい者及び介護者が高齢になっても、いつまでも地域で安心して暮らせ

る体制づくりをすすめます。  

 

高齢者の社会参加の促進  

◇  介護予防の推進により、高齢になっても心身ともに健康で活躍できる環

境整備を図ります。  

住み慣れた地域で生活を維持するための仕組みの構築  
◇  判断能力が不十分な方や身寄りのない高齢者などの生活課題への支援体

制の充実により、誰もが安心して歳を重ねられる地域づくりをすすめま

す。  

◇  認知症の方やその家族の負担軽減 により、認知症フレンドリー社会の実

現を図ります。  

◇  在宅生活に対する支援などにより、高齢者が安心して暮らせる地域づく

りをすすめます。  

◇  地域のニーズに応じた買い物支援などにより、住み慣れた地域での生活

の維持を図ります。  

安定した介護サービスの提供  
◇  介護人材の育成・確保により、安定的な介護サービスの提供を図ります。 

◇  介護事業所との連携などにより、 必要な介護サービスが提供できる体制

の維持を図ります。  

◇  デジタル技術の活用により、介護認定事務の効率化を図ります。  
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［児童福祉］  

 

 

 

 

 

 

［医療・保険］  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［健康・保健］  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

誰一人取り残さない切れ目のない支援体制の充実  

◇  こども家庭相談システムの導入などにより、こどものライフステージに

応じた切れ目のない支援の充実を図ります。  
◇  学校や地域、関係団体等のサポートネットワークの整備などにより、こ

どもやその家族が安心して暮らせる地域づくりをすすめます。  

地域医療体制の充実  

◇  高度医療機関及び中核病院との連携などにより、地域医療体制を安定的

に維持します。  
◇  医療機関と連携した医療を目指す学生への支援などにより、医療人材の

育成確保を図ります。  

◇  国保診療所や移動診療車の運営などにより、地域医療体制の充実を図り

ます。  

安定的で持続可能な医療保険制度の運営  

◇  介護予防と一体的な保健事業の推進により、高齢でも心身ともに健康で

活躍できる環境整備をすすめます。  
◇  特定健康診査・保健指導の受診率向上などにより、被保険者の健康保持

と増進を図るとともに、医療費適正化や収納率の維持向上による 公的医

療保険制度の安定的な財政運営を行います。  

 

生活習慣病の発症、重症化予防  

◇  検診結果に基づいた保健指導 により、健康寿命の延伸を図ります。  
◇  ライフステージに応じた健康づくりを啓発することにより、生活習慣の

改善を図ります。  

こころの健康増進支援  

◇  相談体制の充実などにより、こころの健康の保持 と増進を図ります。  
◇  一人ひとりのこころの不調に対する気づきを促す支援により、 個人が社

会とつながりを持ちやすくする環境づくりをすすめます 。  

健康を支える環境の整備  

◇  インセンティブ制度等の活用により、健康に関心が薄い人をはじめ、市

民が健康づくりに取り組むことができる社会環境づくりをすすめます。  
◇  ワクチン接種への支援により、市民の感染症や病気の防止を図ります。  

◇  デジタル技術を活用した健康情報の見える化などにより、健康に対する

意識の向上を図ります 。  

◇  若年層からの健診や、多様な主体（医師・学校・企業・医療保険者等）

との連携などにより、切れ目のない健診・保健指導を図ります。  
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■幸福実感指標  

 

 

■主な関連計画  

 地域福祉計画、健康たかやま２１、障がい者福祉総合計画、  

 老人福祉計画・介護保険事業計画  

 

 

 

 

 

指 標 名  指 標 の 説 明  
単

位  
現状値  

中間目標  

(2029) 

目標  

(2034) 

市 民 満 足 度  

［ 地 域 福 祉 ］  

「 地 域 で 支 え 合 い 、 安 心 し

て 暮 ら せ る 環 境 が 整 っ て い

る 」 と 感 じ て い る 市 民 の 割

合  

％     

市 民 満 足 度  

［ 障 が い 者 福

祉 ］  

「 障 が い 者 が 必 要 な 支 援 を

受 け 、 自 立 し て 暮 ら せ る 環

境 が 整 っ て い る 」 と 感 じ て

い る 市 民 の 割 合  

％     

市 民 満 足 度  

［ 高 齢 者 福 祉 ］ 

「 高 齢 者 が 生 き が い を 持

ち 、 安 心 し て 暮 ら せ る 環 境

が 整 っ て い る 」 と 感 じ て い

る 市 民 の 割 合  

％     

市 民 満 足 度  

［ こ ど も ］  

「 こ ど も が 健 や か に 育 つ 環

境 が 整 っ て い る 」 と 感 じ て

い る 市 民 の 割 合  

％     

市 民 満 足 度  

［ 医 療 ・ 保 険 ］ 

「 安 心 し て 医 療 を 受 け ら れ

る 環 境 が 整 っ て い る 」 と 感

じ て い る 市 民 の 割 合  

％     

市 民 満 足 度  

［ 健 康 ・ 保 健 ］ 

「 主 体 的 な 健 康 づ く り や 病

気 の 予 防 に 取 り 組 む 環 境 が

整 っ て い る 」 と 感 じ て い る

市 民 の 割 合  

％     
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こども・教育・交流 
・こども・子育て  

・学校教育  

・歴史文化  

・生涯学習・文化芸術  

・スポーツ  

・交流  

  



第３章 分野別計画（こども・教育・交流） 

 36 

こども・教育・交流  
  

【目指す姿】  

飛騨高山で生まれ、育ち、学び、生活することに、喜びが持てる暮ら

しの実現  

 

【目指す姿を実現するための方向性】  

  こどもや若者がこのまちに生まれ、育つことに誇りを持てる環境づ

くりや健やかに育つための支援が求められています。  

  世代に応じて、必要な学びの場が提供され、誰もが必要なときに必

要な学びができる環境整備が求められています。  

  文化や芸術、スポーツなど暮らしを豊かにするための環境整備や、

様々な交流の場の提供が求められています。  

 

■施策分野別の課題と方向性  

［こども・子育て］  

  こどもが健やかに育つため、成育環境の確保や発育・発達支援が求

められています。  

  ⇒こどもが心身ともに健やかに育つ環境の整備  

  経済負担の軽減や保育・幼児教育の充実が求められています。  

  ⇒こどもを安心して産み育てられる子育て支援の充実  

  若い世代が結婚や出産の夢をかなえ、地域が子育て家庭を温かく支

えるなど、まちぐるみでこどもを育むことが求められています。  

  ⇒こどもの誕生や成長をともに喜びあえる地域社会の実現  

 

［学校教育］  

  児童生徒の多様な 学びに対するニー ズへの対応が求め られていま

す。  

  ⇒多様な学びを約束する学習環境の整備  

  地域に対する愛着 の醸成や未来に希 望が持てる教育の 提供が求め

られています。  

 ⇒地域への愛着と郷土への誇り、未来への希望の醸成に向けた学

びの提供  

 

［歴史文化］  

  各地域における歴史遺産や継承されてきた伝統文化の維持・継承が

求められています。  

  ⇒地域における歴史遺産・伝統文化の保存継承  

  歴史遺産や伝統文 化の新たな活用な どによる市民の地 域への愛着

の醸成や重要性の理解を深める必要があります。  

 ⇒文化財等の新たな活用による郷土愛の醸成  
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［生涯学習・文化芸術］  

  世代を問わず、市民が関心のあることや社会の変化に対応するため

の学びの機会が求められています。  

  ⇒市民の多様な生涯学習活動、文化芸術活動の場の提供  

  文化芸術に気軽に 触れたり活動した りできる環境が求 められてい

ます。  

 ⇒市民の主体的な文化芸術活動や学習活動の促進  

  若者がやりがいや 生きがいをもって 活動できる機会を 創出する必

要があります。  

 ⇒若者が活躍できる機会の創出  

 

［スポーツ］  

  楽しみながら気軽 にスポーツを体感 できる機会を提供 する必要が

あります。  

  ⇒気軽にスポーツに触れられる機会の提供  

  多様な市民ニーズに対応したスポーツ環境が求められています。  

 ⇒市民の多様なニーズにあわせたスポーツ環境の提供  

 

［交流］  

  姉妹友好都市等とのつながり（歴史）を再確認するとともに、次世

代に継承する必要があります。  

  様々な分野における交流により、地域の活性化や心の豊かさの創出

を図る必要があります。  

  ⇒国内外の姉妹友好都市等との交流  
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■重点的にすすめる施策  

［こども・子育て］  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こどもが心身ともに健やかに育つ環境の整備  
◇  屋内外の「こどもの遊び場」の魅力向上のための施設整備と活用促進に

より、楽しく、健やかにこどもが育つための環境の創出、地域への誇り

と愛着の醸成を図ります。  

◇  放課後児童クラブに専用アプリを導入し、効果的に運用することにより、

保護者などの負担軽減やサービス向上、こどもの健全育成のための環境

整備をすすめます。  
◇  こどもが安心して自分らしく過ごすことのできる「居場所」を持てるよ

う、官民連携による環境整備と利用促進により、誰一人取り残さない地

域づくりをすすめます。  

◇  胎児期から成人期までの切れ目のない健診や支援により、生活習慣病や

社会生活への不適応を予防し、心身の健康増進を図ります 。  

◇  保護者や支援者への発達段階に応じた適切な対応や方法を学ぶ場の提供

により、こどもの健全な成長や発達支援をすすめます。  

こどもを安心して産み育てられる子育て支援の充実  
◇  子育てにかかる経済負担の軽減のための各種の給付や助成の充実などに

より、出産や 子育ての希望をかなえ、こどもや家庭が温かに見守られ、

支えられる地域づくりをすすめます。  

◇  保育や幼児教育、その他多様な託児サービスの提供とともに、必要な人

材の確保・育成により、保護者が就労と子育てを両立し、こどもが豊か

に育まれる環境整備を図ります。  

◇  親子の愛着形成の促進などきめ細かな子育て支援の充実により、安心し

てこどもを生み育てやすい地域づくりをすすめま す。  

こどもの誕生や成長をともに喜びあえる地域社会の実現  
◇  こどもがまちづくりに参画する仕組みを整える など、こどもの意見が反

映される社会 をつくることにより 、将来の社会の担い手の育成をすすめ

ます。  

◇  誰もが必要な情報を容易に得られ、相談や仲間づくりができるよう、き

め細かに情報発信や交流をすすめることにより、まちづくりへの理解や

関心の醸成、参加の促進を図ります。  

◇  飛騨３市１村の連携による結婚相談所の運営や 結婚のきっかけとなる出

会いの機会創出、新生活への支援などにより、結婚を後押しできる社会

づくりをすすめます。  
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［学校教育］  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［歴史文化］  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［生涯学習・文化芸術］  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多様な学びを約束する学習環境の整備  

◇  不登校児童生徒に対する多様な支援などにより、幅広い学びの環境を提

供します。  
◇  小中一貫教育の推進により、学習環境づくりに取り組みます。  

◇  学校の適正規模・適正配置の検討をすすめます。  

◇  学校の適正規模を考慮した整備により、学校施設の学習環境の保全と安

全性や利便性の向上を図ります。  

◇  ＩＣＴ機器を活用した高度な学習環境の提供などにより、学校における

教育のデジタル化 を図ります 。  

地域への愛着と郷土への誇り、未来への希望の醸成に向けた学びの提供 

◇  社会科副読本の更新や地元住民の協力 により、身近でわかりやすく特色

のある郷土学習をすすめます。  
◇  プログラミング学習や外国語指導助手（ＡＬＴ）による外国語指導など

の取り組みにより、デジタル化やグローバル化 のすすむ社会を生き抜く

力を身に付ける学びを提供します。  

 

地域における歴史遺産・伝統文化の保存継承  

◇  歴史的建造物の耐震化・防火対策の計画的な実施などにより、防災能力

の向上を図ります。  
◇  地域で継承されている祭礼行事や伝統行事の維持に向けた検討をすすめ

ます。  

◇  地域の歴史遺産の指定や登録を推進することにより、保存と活用を図り

ます。  

文化財等の新たな活用による郷土愛の醸成  

◇  実演や体験、協働による資料整理、 ＩＣＴ技術を活用した情報発信 など

により、気軽に歴史・伝統に触れられる機会を創出し、郷土愛や地域へ

の誇りの醸成を図ります。  
◇  新たな伝統的建造物群保存地区の選定などにより、歴史的町並みの保存

と活用を図ります。  

◇  高山城跡や松倉城跡、広瀬城跡などの活用により、飛騨の中世城館跡の

魅力や価値を活かしたまちづくりをすすめます。  

 

市民の多様な生涯学習活動、文化芸術活動の場の提供  

◇  高山駅西地区複合・多機能施設の整備などにより、あらゆる世代の交流、

生涯学習活動、文化芸術活動の場を提供します。  

市民の主体的な文化芸術活動や学習活動の促進  
◇  市民主体の文化芸術活動に対する支援や学習情報の提供などにより、喜

びや生きがいを感じられる機会の充実を図ります 。  

若者が活躍できる機会の創出  
◇  地域や事業者と連携した取り組みなどにより、若者の 交流や主体的な活

動を支援します。  
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［スポーツ］  

 

 

 

 

 

 

 

［交流］  

 

 

 

 

 

■幸福実感指標  

指 標 名  指 標 の 説 明  
単

位  
現状値  

中間目標  

(2029) 

目標  

(2034) 

市 民 満 足 度  

［ こ ど も ］  

「 こ ど も が 健 や か に 育 つ 環

境 が 整 っ て い る 」 と 感 じ て

い る 市 民 の 割 合  

％     

市 民 満 足 度  

［ 学 校 教 育 ］ 

「 学 校 ・ 家 庭 ・ 地 域 が 連 携

し た 児 童 生 徒 の 教 育 環 境 が

整 っ て い る 」 と 感 じ て い る

市 民 の 割 合  

％     

市 民 満 足 度  

［ 歴 史 文 化 ］ 

「 文 化 財 や 伝 承 芸 能 が 保

存 、 継 承 さ れ 、 郷 土 の 歴 史

文 化 に 誇 り を 持 っ て い る 」

と 感 じ て い る 市 民 の 割 合  

％     

市 民 満 足 度  

［ 生 涯 学

習 ・ 文 化 芸

術 ］  

「 文 化 芸 術 や 生 涯 学 習 な ど

に 触 れ 、 学 び 、 成 果 を 活 か

せ る 環 境 が 整 っ て い る 」 と

感 じ て い る 市 民 の 割 合  

％     

市 民 満 足 度  

［ ス ポ ー ツ ］ 

「 ス ポ ー ツ を し た り 、 楽 し

ん だ り で き る 環 境 が 整 っ て

い る 」 と 感 じ て い る 市 民 の

割 合  

％     

市 民 満 足 度  

［ 交 流 ］  

「 国 内 外 と の 都 市 と 様 々 な

分 野 に お い て 交 流 が 進 ん で

い る 」 と 感 じ て い る 市 民 の

割 合  

％     

 

■主な関連計画  

 教育振興基本計画、こども計画  

 

 

気軽にスポーツに触れられる機会の提供  

◇  気軽に体を動かす機会の創出などにより、スポーツが身近になる環境を

提供します。  

市民の多様なニーズにあわせたスポーツ環境の提供  
◇  野球場や中山公園陸上競技場の整備をはじめ、既存施設の適正な維持修

繕により、市民がスポーツに触れる環境の充実を図ります 。  

 

国内外の姉妹友好都市等との交流  
◇  国内外の姉妹友好都市などとの継続的な交流により、産業経済をはじめ

とした地域の活性化や人々の心の豊かさの創出を図るとともに、広い視

野を持った次世代の人材育成を図ります 。  
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都市基盤・防災・景観 
・土地利用・都市計画  

・公共交通  

・住宅・公園・景観  

・道路・河川  

・上水道・下水道  

・防災・危機管理  

・消防・救急  
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都市基盤・防災・景観   

 

【目指す姿】  

生活の基盤である、住居、インフラ、災害への備えなどが整った、安

全で安心した暮らしの実現  

 

【目指す姿を実現するための方向性】  

  急激な社会情勢の変化や地域社会の変容に対応し、長期的な視点で

社会基盤を整備する必要があります。  

  緊急時でも支え合いの体制が確立し、安全安心な暮らしが維持でき

る仕組みの構築が求められています。  

  日々の暮らしのなかで、憩いや交流できる場の提供が求められてい

ます。  

 

■施策分野別の課題と方向性  

［土地利用・都市計画］  

  長期的な視点は堅持しつつ、社会的な変化などに対応した都市計画

が求められています。  

  ⇒地域特性や長期的視点を踏まえた土地利用  
 

［公共交通］  

  地域の実情に沿った公共交通体制を確保する必要があります。  

  既存の方法にとらわれない新たな手法の取り組みが求められてい

ます。  

  ⇒地域の実情やニーズに応じた公共交通体制の確立  

  公共交通の利用環境の向上を図る必要があります。  

  ⇒公共交通の利便性の向上  
 

［住宅・公園・景観］  

  安心して生活ができる住宅環境が求められています。  

  ⇒良質で住み続けられる住宅環境の整備  

  身近なところで遊ぶことができる場所や休憩し交流できるスポッ

トが求められています。  

  ⇒公園やまちかどスポットの充実  

  人々を魅了する景観の保全と規制について、バランスの取れた制度

の構築が求められています。  

  ⇒地域の特性に応じた景観の保全・創出  

  増加する空き家への対策が求められています。  

  ⇒空き家対策・活用  

  地域の伝統的な技法の継承に対する支援の必要があります。  

⇒飛騨の匠の技を継承する人材の確保  
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［道路・河川］  

  中部縦貫自動車道の延伸や、東海北陸自動車道の 4 車線化、松之木

千島線（松之木～江名子）の整備など、道路交通網の大きな変化へ

対応する必要があります。  

  ⇒早期の幹線道路ネットワークの構築  

  災害や老朽化・長寿命化対策、将来にわたる維持管理など、道路や

河川環境の維持が求められています。  

  ⇒官民連携による快適な道路・河川環境の維持  

 

［上水道・下水道］  

  独立採算が求められる企業会計として、経営基盤を強化する必要が

あります。  

  ⇒持続可能で効率的な経営  

  将来を見据えたコスト縮減のための整備や災害に強いインフラ環

境が求められています。  

  ⇒将来を見据えた効率的な施設・設備の維持  

 

［防災・危機管理］  

  災害に備え、市民の防災意識の向上を図るとともに、各地区におけ

る防災計画の策定や防災リーダーの育成を促進する必要がありま

す。  

  ⇒市民の防災意識向上と地域防災力の強化  

  発災時の被害を最小限に抑えるための取り組みが求められていま

す。  

  ⇒災害情報共有の推進と避難所機能の充実  

  発災時の安全・安心が確保できる体制の充実が求められています。 

  ⇒関係機関等との連携強化（広域防災体制の構築）  

 

［消防・救急］  

  消防団をはじめとした地域の消防力を高める取り組みが求められ

ています。  

  ⇒持続可能な消防団体制等地域消防力の強化  

  緊急時に迅速に対応できる環境を整備する必要があります。  

  ⇒消防・救急体制の確立  
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■重点的にすすめる施策  

［土地利用・都市計画］  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

［公共交通］  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［住宅・公園・景観］  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域特性や長期的視点を踏まえた土地利用  
◇  長期的視点に立ち、社会的な変化などに対応する都市計画に見直すことによ

り、適正な土地利用を図ります。  

◇  緑地保全に対する制度の拡充などにより、山林の保全や里山景観の維持を図

ります。  

◇  中心市街地の活性化などにより、市街地中心部の魅力創出を図ります。  

◇  高山駅西地区複合・多機能施設の整備により、高山駅西地区の活性化と高山

駅東側と西側とが連動した賑わいの創出を図ります。  

◇  新火葬場の整備により、誰もが利用しやすく、厳かで温もりのある旅立ちの

空間の実現を図ります。  

◇  都市計画道路西之一色花岡線、市道若達花岡線、市道下三之町線における無

電柱化の推進により、安全に通行できる環境の確保や景観の保全を図ります。 

◇  市街地外縁部駐車場の利用の促進などにより、市内に流入する車両の抑制や

歩行空間の確保を図ります。  

 

地域の実情やニーズに応じた公共交通体制の確立  

◇  のらマイカーやまちなみバス、匠バスなどの運行ルートやダイヤの見直しに

より、利用しやすい地域公共交通の確保を図ります。  
◇  自家用有償旅客運送、ライドシェア、デマンドタクシーなど により、地域の

特性に応じた移動方法を検討します。  

◇  バスやタクシーなど市民の移動を支える運転手の確保への支援により、公共

交通の維持・向上を図ります。  

公共交通の利便性の向上  
◇  待合いスペース等の整備などにより、公共交通の利用環境の向上を図ります 。 

◇  公共交通利用に対する各種補助制度の拡充や見直しを行います。  

 

良質で住み続けられる住宅環境の整備  
◇  耐震診断から耐震 改修への効果的な誘導により、安全で安心して暮らすこと

ができる住宅環境の整備を図ります。  

◇  市営住宅の適正な配置により、住宅に困窮する市民へ安定的な住環境の提供

を行います。  

公園やまちかどスポットの充実  
◇  公園やまちかどスポット の再整備などにより、こどもの遊び場や憩いの場の

充実を図ります。  

地域の特性に応じた景観の保全・創出  
◇  美しい景観と潤いのあるまちづくり条例や景観計画などの適切な運用によ

り、景観の保全を図ります。  

空き家対策・活用  
◇  危険な空き家の除去や活用可能な空き家の利用促進により、市民の安全な生

活環境の保全を図ります 。  

飛騨の匠の技を継承する人材の確保  
◇  伝統建築産業などの後継者育成や伝統構法への支援により、飛騨の匠 の技を

継承する人材を確保します。  
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［道路・河川］  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［上水道・下水道］  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［防災・危機管理］  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

早期の幹線道路ネットワークの構築  

◇  都市計画道路松之木千島線、西之一色花岡線、市道旅行村線などの整備

により、道路交通の利便性の向上を図ります。  
◇  中部縦貫自動車道 や国道４１号石浦バイパス、東海北陸自動車道全線４

車線化など広域交通網の整備促進とともに、 インターチェンジ 周辺をは

じめ沿線の地域活性化を図ります。  

官民連携による快適な道路・河川環境の維持  
◇  道路台帳や除雪業務の デジタル化の推進により、市民の利便性の向上と

効率的な除雪を図ります 。  

◇  都市計画道路などの交差点改良や幹線市道の計画的な長寿命化改修によ

り、快適な道路環境の維持・向上を図ります。  

◇  水門の遠隔監視や自動制御化により、 降雨時などの住宅地への流入抑制

を早期に行う仕組みを構築します。  

 

持続可能で効率的な経営  
◇  上下水道の適正な料金設定により、安定的な経営環境への改善を図りま

す。  

将来を見据えた効率的な施設・設備の維持  
◇  配水区域の再編、下水道処理区の再編・下水道管情報の デジタル化によ

り、将来への負担の軽減を図ります。  

◇  水源地域の保全と徹底した水質管理により、安全で安心して飲める水道

水を提供します。  

◇  汚水の適正な処理により、快適な生活環境と流域の良好な水質を確保し

ます。  

◇  施設や設備の強靭化により、災害時においても安心して利用できる上下

水道サービスを提供します。  

 

市民の防災意識向上と地域防災力の強化  
◇  地域住民による地区防災計画の策定を促進するとともに、実践的な防災

訓練を実施することにより、地域における防災体制の確立をすすめます 。 

◇  災害時に必要な知識やスキルを身につけるための防災リーダーの育成や

防災教育の推進などにより、災害 に対応できる人材の育成をすすめます。 

災害情報共有の推進と避難所機能の充実  
◇  老朽化した防災行政無線機器の更新をはじめ、多様な情報伝達手段を確

保し、市民への迅速で確実、かつ安定的・効果的な情報共有を図ります 。 

◇  要支援者や観光客など、誰もが安全に避難できる体制づくりをすすめま

す。  

◇  避難所運営マニュアルの見直しや災害備蓄品の確保、分散備蓄の推進な

どにより、避難所機能の充実を図ります。  

関係機関等との連携強化（広域防災体制の構築）  
◇  大規模災害時に円滑な応援や受援が可能となるよう、国・県、姉妹友好

都市、災害応援協定締結団体などとの連携強化を図ります。  
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［消防・救急］  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■幸福実感指標  

指 標 名  指 標 の 説 明  
単

位  
現状値  

中間目標  

(2029) 

目標  

(2034) 

市 民 満 足 度  

［ 土 地 利 用 ・

都 市 計 画 ］  

「 保 全 と 開 発 と の バ ラ ン

ス の と れ た 秩 序 あ る 土 地

利 用 が 行 わ れ て い る 」と 感

じ て い る 市 民 の 割 合  

％     

市 民 満 足 度  

［ 公 共 交 通 ］  

「 日 常 的 に 利 用 で き る 公

共 交 通 体 系 が 整 っ て い る 」

と 感 じ て い る 市 民 の 割 合  

％     

市 民 満 足 度  

［ 住 宅 ・ 公

園 ・ 景 観 ］  

「 快 適 な 住 宅 環 境 や 公 園 、

美 し い 景 観 が 保 た れ て い

る 」と 感 じ て い る 市 民 の 割

合  

％     

市 民 満 足 度  

［ 道 路・河 川 ］ 

「 安 全 で 快 適 に 移 動 で き

る 道 路 環 境 が 整 っ て い る 」

と 感 じ て い る 市 民 の 割 合  

％     

市 民 満 足 度  

［ 上 水 道 ・ 下

水 道 ］  

「 安 全 で お い し い 水 が 提

供 さ れ 、汚 水 処 理 が 適 切 に

行 わ れ て い る 」と 感 じ て い

る 市 民 の 割 合  

％     

市 民 満 足 度  

［ 防 災 ・ 危 機

管 理 ］  

「 災 害 か ら 命・財 産 を 守 る

た め の 準 備 や 体 制 が 整 っ

て い る 」と 感 じ て い る 市 民

の 割 合  

％     

市 民 満 足 度  

［ 消 防・救 急 ］ 

「 消 防 救 急 体 制 が 整 っ て

い る 」と 感 じ て い る 市 民 の

割 合  

％     

 

■主な関連計画  

 都市基本計画、地域防災計画、中心市街地活性化基本計画、  

 地域公共交通計画、空家等対策計画、緑の基本計画、景観計画、  

 水道ビジョン、下水道ビジョン  

持続可能な消防団体制等地域消防力の強化  
◇  消防団関連イベントや広報活動などにより、市民の消防団への理解度や

消防団員のやりがいの向上を図ります 。  

◇  様々な人材を確保することにより、消防団活動の活性化を図ります。  

◇  消防団員の処遇改善と負担軽減などにより、消防団の維持 と地域消防力

の強化を図ります。  

消防・救急体制の確立  
◇  消防指令システム等の更新整備により、消防力の強化を図ります 。  

◇  救急と医療機関の連携による搬送体制の整備により、市民の生命を守り

ます。  

◇  近隣の自治体等との連携などにより、市民が安心して暮らせる消防 ・救

急体制づくりをすすめます。  
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森林・環境・エネルギー  
・森林政策  

・生活環境・資源循環  

・温暖化対策・自然環境  
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森林・環境・エネルギー   

 

【目指す姿】  

飛騨高山の豊富な森林や自然資源を守り、育て、活用した、快適で潤

いに満ちた暮らしの実現  

 

【目指す姿を実現するための方向性】  

  市域のほとんどを占める森林や自然資源の有効活用とともに、自然

環境の保全及び自然との共生が求められています。  

  地球環境の保全に向けた循環型社会を構築する必要があります。  

  地球温暖化による様々な影響を軽減するため、脱炭素社会の実現に

向けた取り組みを推進する必要があります。  

 

 

■施策分野別の課題と方向性  

［森林政策］  

  年代を問わず、森や木に触れられる環境、森や木を活用した教育な

ど、機会の創出が求められています。  

  ⇒あらゆる世代が木に親しむ機会の創出  

  森林整備によるカーボンオフセットなど、地球温暖化対策に資する

森林づくりをすすめるため、都市部自治体との連携拡大が求められ

ています。  

  ⇒都市部連携による森林づくりの推進  

  森林環境譲与税の有効活用による地球温暖化防止、国土保全及び水

源の涵養などの森林の多様な機能の増進が求められています。  

 ⇒森林環境譲与税の有効活用による森林の多様な機能の増進  

 

［生活環境・資源循環］  

  新ごみ処理施設の円滑な運用、埋立処分場の延命化など、現状を踏

まえたごみの適正処理に対応する必要があります。  

  ⇒ごみ処理を取り巻く環境への対応  

  生活環境保全のため、ごみ排出方法の周知徹底及び循環型社会の構

築が求められています。  

  ⇒循環型社会の構築など公衆衛生環境の確保  
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［温暖化対策・自然環境］  

  豊かな自然環境を 活かしたエネルギ ーの地産地消に取 り組む必要

があります。  

  ⇒自然エネルギーを活用したエネルギーの地産地消等による脱

炭素社会の実現  

  豊かな自然資源の保全と活用が求められています。  

  ⇒豊かな自然に対する理解と自然資源の保護と利用  
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■重点的にすすめる施策  

［森林政策］  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［生活環境・資源循環］  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あらゆる世代が木に親しむ機会の創出  
◇  幼少期から大人まで世代に応じた木育・森林環境教育により、森林に対

して責任ある行動をとることができる人づくりをすすめます 。  

都市部連携による森林づくりの推進  
◇  都市部自治体との連携拡大により、森林整備によるカーボンオフセット

や木材利用、普及啓発など、地球温暖化対策に資する森林づくりをすす

めます。  

森林環境譲与税の有効活用による森林の多様な機能の増進  
◇  森林環境譲与税の活用により、水源林の保全や災害に強い森林づくりな

どの森林の有する公益的機能の増進や、公益的機能に関する普及啓発を

図ります 。  

 

 

ごみ処理を取り巻く環境への対応  
◇  新ごみ処理施設の整備と環境性能を活かした運用により、飛騨高山にふ

さわしいクリーンな環境づくりを図ります 。  

◇  第一次埋立処分地の跡地の公園整備などにより、ごみ処理施設周辺の環

境を整えるとともに、第二次埋立処分地の延命化などにより、ごみ処理

施設の安定稼働を図ります。  

◇  新ごみ処理施設の稼働を踏まえ、ごみの処分体制を家庭系・事業 系それ

ぞれの特性に合わせたものに見直すことにより、ごみの減量化やごみ排

出方法の改善を図ります。  

循環型社会の構築など公衆衛生環境の確保  
◇  資源化施設の整備及び３Ｒ（リデュース、リユース、リサイクル）のさ

らなる推進により、循環型社会の構築を図ります 。  

◇  ごみのポイ捨て、路上喫煙禁止の啓発強化、海洋プラスチックごみ対策

や環境配慮行動の推進などにより、生活環境の保全を図ります。  
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［温暖化対策・自然環境］  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

自然エネルギーを活用したエネルギーの地産地消等による脱炭素社会

の実現  
◇  自然がもたらす多様な恵みを活かした再生可能エネルギーの導入促進等

により、エネルギーの地産地消と地域内経済循環、気候変動に対応する

脱炭素社会の実現を図ります 。  

豊かな自然に対する理解と自然資源の保護と利用  
◇  自然環境に対する意識を向上させ、生物多様性の保全をすすめるととも

に、中部山岳国立公園をはじめとした自然公園などの自然資源の保護と、

さらなる磨き上げにより、魅力の向上を図ります 。  
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■幸福実感指標  

 

指 標 名  指 標 の 説 明  
単

位  
現状値  

中間目標  

(2029) 

目標  

(2034) 

市 民 満 足 度  

［ 木 の 活 用 ］  

「 身 の 回 り に 木 や 森 に 親

し む 環 境 が 整 っ て い る 」と

感 じ て い る 市 民 の 割 合  

％     

市 民 満 足 度  

［ 生 活 環 境 ・

資 源 循 環 ］  

「 ご み 処 理 や 分 別 収 集 が

適 切 に 行 わ れ 、良 好 な 生 活

環 境 が 保 た れ て い る 」と 感

じ て い る 市 民 の 割 合  

％     

市 民 満 足 度  

［ 温 暖 化 対

策・自 然 環 境 ］ 

「 自 然 環 境 の 保 全 や 自 然

エ ネ ル ギ ー の 活 用 を は じ

め 、地 球 環 境 を 守 る 取 り 組

み が 進 ん で い る 」と 感 じ て

い る 市 民 の 割 合  

％     

 

 

■主な関連計画  

 

 環境基本計画、森林整備計画、ごみ処理基本計画  
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産業・労働・プロモーション  
・農業・林業・畜産業  

・商業・工業  

・雇用・労働  

・移住定住  

・プロモーション・観光  
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産業・労働・プロモーション   

 

【目指す姿】  

飛騨高山の風土や有形無形の財産を活かした、活力と働きがいのある

暮らしの実現  

 

【目指す姿を実現するための方向性】  

  農林畜産業等を持続可能な産業とするため、多様な人材の確保や育

成、生産基盤の整備、関係者が連携した販路拡大が求められていま

す。  

  多様化するニーズ や時代の変化に柔 軟に対応しながら 既存産業の

稼ぐ力の強化と市 内資金循環の促進 による経済の好循 環の実現が

求められています。  

  市内で製造、提供される産品やサービスなどが市民の誇りや自信と

なり、国内外にも広く支持されるよう付加価値の強化が求められて

います。  

  事業者の有する販路や財産、技術、精神を次の世代へ引き継ぐとと

もに、地域産業の持続的な成長が求められています。  

  多様な人材を確保・育成し、誰もが能力を活かしながら働きがいを

持って働くことが できる環境の構築 や所得の向上が求 められてい

ます。  

 

 

■施策分野別の課題と方向性  

［農業・林業・畜産業］  

  事業継承のための取り組みや、特色ある地域産品、そのための基盤

となる環境整備など、生産地づくりが求められています。  

  ⇒特色を活かした生産地づくり  

  企業や組合、生産者、あらゆる関係者が一丸となった販路の拡大が

求められています。  

  ⇒関係者が一丸となった販路拡大  

  生産者が安心して 生産活動を行うた めの環境を整備す る必要があ

ります。  

 ⇒安心して生業を営むことができる環境整備  
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 [商業・工業 ] 

  域外市場産業の高付加価値化や競争力の強化が求められています。 

  ⇒域外市場産業の成長促進  

  時代やニーズの変 化に柔軟に対応し た企業経営や長年 にわたり培

われた技術の継承、円滑な事業承継が求められています。  

  ⇒事業継続力の強化と技術の継承  

  新技術や新生産方式の導入促進、生産性の向上が求められています。 

  ⇒イノベーションの促進と生産性の向上  

  魅力ある商業空間の形成と地域の拠点づくりが求めらています。  

  ⇒地域の特色や資源の活用による 魅力ある商業空間の形成と地

域の拠点づくり  

 

 [雇用・労働 ] 

  誰もが働きやすい、働きがいのある労働環境の整備が求められてい

ます。  

  ⇒多様な人材が働きやすい、働きがいのある労働環境の整備  

  多様な雇用機会の 創出と地元企業へ の就労促進が求め られていま

す。  

  ⇒多様な雇用機会の創出と 地域の魅力の発信などによる地元企

業への就労促進  

 

 [移住定住 ] 

  移住者が集まり、住み続けられる環境を整備する必要があります。 

  ⇒移住者が定住しやすい環境の整備  

  移住者を受け入れ、住民としてともに支え合う意識を醸成する必要

があります。  

  ⇒移住者への理解の促進  

 

 [プロモーション・観光 ] 

  郷土に対する誇り と先人たちの築き 上げた有形無形の 財産の効果

的な発信が求められています。  

  ⇒郷土に対する誇りと飛騨高山ブランドの効果的な発信  

  観光客や飛騨高山と関係のある人々との関係を活かし、地域の課題

解決を図る必要があります。  

  ⇒観光を活かした持続可能な地域づくりの推進  
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■重点的にすすめる施策  

［農業・林業・畜産業］  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［商業・工業］  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特色を活かした生産地づくり  
◇  新たな農業技術導入などの促進により、生産性を高め、地域特性を活か

した魅力的な農業生産地づくりをすすめます 。  

◇  幅広い世代で農業への関心を高め、多様な担い手や働き手の確保、遊休

農地の解消などにより、持続可能な農業をすすめます。  

◇  家畜改良事業の推進や耕畜連携により、畜産業者が安心して経営できる

畜産生産地づくりをすすめます。  

◇  繁殖牛舎等の整備や自立経営への支援などにより、新たな担い手の確保

と定着を図ります。  

◇  地籍調査や森林推定地番図の作成などにより、森林所有者の特定を図り、

個人所有の森林整備の加速化をすすめます。  

◇  生産性の高い森林のゾーニングなど、戦略的かつ計画的な森林整備によ

り、「伐って、使って、植えて、育てる」とい う森林資源の循環利用を図

ります。  

◇  移住者や県立森林文化アカデミーの学生への支援により、 新たな担い手

の確保と定着を図ります 。  

関係者が一丸となった販路拡大  
◇  地方卸売市場の活用などにより、農業者と観光事業者などとの連携によ

る地産地消や農産物の販路拡大をすすめます 。  

◇  全国和牛能力共進会への出品などにより、関係機関と連携し飛騨牛の高

品質化及び販路拡大をすすめます。  

◇  林業や木材産業との連携拡大により、スギやヒノキなどの針葉樹だけで

なく広葉樹の販路拡大をすすめます。  

安心して生業を営むことができる環境整備  
◇  優良農地の確 保や農業用施設の長寿命化、鳥獣による被害防止の推進に

より、安心して農業を営むための環境整備を図ります 。  

◇  家畜診療技術の高度化により、効果的で効率的な診療体制の強化と、安

心して畜産業を営むための環境整備を図ります。  

 

 

域外市場産業の成長促進  
◇  商品・サービスの高付加価値化やマーケティングの強化、特産品の販路

拡大などの促進により、域外市場産業の成長を図ります 。  

事業継続力の強化と技術の継承  
◇  中小・小規模事業者の経営基盤の強化や事業承継、 市内への本社機能移

転などの促進により、事業の継続と産業構造の多様化を図ります 。  

イノベーションの促進と生産性の向上  
◇  ＤＸの推進や最新技術の活用促進、起業・創業しやすい環境づくりなど

により、市内産業のイノベーションを誘発するとともに生産性の向上を

図ります 。  

地域の特色や資源の活用による魅力ある商業空間の形成と地域の拠点

づくり  
◇  地域の特色や資源の活用などにより、魅力ある商業空間や地域の拠点づ

くりをすすめます 。  
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［雇用・労働］  

 

 

 

 

 

 

 

 

［移住定住］  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［プロモーション・観光］  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

移住者が定住しやすい環境の整備  
◇  市内で充実して暮らす若者等の姿、まちや職場の魅力などの 情報の発信

強化により、地域の成長と発展に寄与する ＵＩＪターン者 の確保を図り

ます。  

◇  移住する人や移住した人の想いに寄り添った暮らしへの支援により、暮

らしたい 、戻ってきたい と思えるまちづくりをすすめます 。  

移住者への理解の促進  
◇  民間事業者と連携した移住者と地域住民との交流イベントなどにより、

互いに理解し合い、協力して豊かな地域社会を築いていく環境づくりを

促進します。  

 

 

多様な人材が働きやすい、働きがいのある労働環境の整備  
◇  多様な人材の確保・育成により、働きがいのある労働環境の整備を促進

します。  

多様な雇用機会の創出と地域の魅力の発信などによる地元企業への就

労促進  
◇  地域の魅力を市内外に発信するなど、地元企業との連携により、地元就

職と地域への定着の促進を図ります 。  

 

 

郷土に対する誇りと飛騨高山ブランドの効果的な発信  
◇  飛騨高山の有する様々な魅力や価値の再認識と磨き上げにより、生まれ

育った地域への愛着と郷土への誇りの醸成を図ります 。  

◇  多様な情報媒体などを活用した情報発信により、飛騨高山ブランドの認

知度の向上を図ります。  

◇  ふるさと納税の返礼品として地場産品や体験型メニューなどを提供する

ことにより、地域内産業の活性化を促進します。  

観光を活かした持続可能な地域づくりの推進  
◇  観光を活用した地域資源の保護・活用や人材育成、郷土愛の醸成により、

選ばれ続ける観光地づくりをすすめます。  

◇  観光客の安全・安心・快適な受入れ体制の整備により、滞在環境の充実

を図ります。  

◇  観光を活用して産業・地域・人をつなぎ、相互連携や役割分担の明確化

により、住んでよし、訪れ てよしの持続可能な地域づくりをすすめます。 
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■幸福実感指標  

指 標 名  指 標 の 説 明  
単

位  
現状値  

中間目標  

(2029) 

目標  

(2034) 

市 民 満 足 度  

［ 農 業 ・ 林

業 ・ 畜 産 業 ］  

「 地 元 の 農 産 物 や 木 材 が

広 く 消 費 さ れ 、農 畜 産 業 や

林 業 が 活 性 化 し て い る 」と

感 じ て い る 市 民 の 割 合  

％     

市 民 満 足 度  

［ 経 済 ］  

「 市 内 で 生 産 さ れ た も の

が 市 内 で 販 売 、消 費 さ れ る

な ど 、地 域 内 で 経 済 が 循 環

し 、活 性 化 し て い る 」と 感

じ て い る 市 民 の 割 合  

％     

市 民 満 足 度  

［ 雇 用 ・ 労

働 ］  

「 若 者 や 女 性 、高 齢 者 、障

が い 者 、外 国 人 な ど 、働 く

人 が 望 む 就 労 の 場 が 確 保

さ れ て い る 」と 感 じ て い る

市 民 の 割 合  

％     

市 民 満 足 度  

［ 移 住 定 住 ］  

「 移 住 を 希 望 さ れ る 方 を

受 け 入 れ る 環 境 が 整 っ て

い る 」と 感 じ て い る 市 民 の

割 合  

％     

市 民 満 足 度  

［ 観 光 ］  

「 観 光 客 の 来 訪 が 、市 民 生

活 の 向 上 に つ な が っ て い

る 」と 感 じ て い る 市 民 の 割

合  

％     

 

 

■主な関連計画  

 産業振興計画、農業振興地域整備計画、男女共同参画基本計画、  

 観光を活用した持続可能な地域づくり方針  
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１  地域間連携（エリア）のまちづくりのすすめ方  
 

 市では、平成１７（２００５）年の市町村合併以後、第七次総合計画、

第八 次総 合計 画に 基づ き、 一体 感の 醸成 に向 けた 取り 組み をす すめ ると

とも に、 多様 な地 域資 源や 地域 特性 を活 かし た個 性あ るま ちづ くり を推

進してきました。  

 ま た、 平成 ２７ （２ ０１ ５） 年度 から は協 働の まち づく りが 市全 域で

スタ ート し、 市と まち づく り協 議会 など が協 働し て地 域課 題を 解決 する

ための事業に取り組んでいます。  

 そ のよ うな 中、 令和 ２（ ２０ ２０ ）年 の第 八次 総合 計画 の見 直し にお

いて 、各 まち づく り協 議会 の範 囲 を 地域 の単 位と した 地域 のま ちづ くり

を位 置づ け、 市民 、地 域住 民組 織、 事業 者、 行政 など 地域 に関 わる 様々

な主 体が 同じ 目線 に立 って 将来 に向 けた 取 り 組み を実 践で きる よう 、各

地域のまちづくりの方向性を示してきました。  

 ま ちづ くり 協議 会 を 単位 とし た地 域の まち づく りで は、 地域 固有 の資

源や 特性 を活 かし た個 性あ るま ちづ くり が着 実に 進展 して おり 、地 域の

まち づく りに 対す る市 民意 識の 醸成 が図 られ てい る一 方で 、個 別地 域の

枠に とど まり 、個 別地 域の 枠を 超え た地 域（ エリ ア） での 取り 組み が少

ないのが現状です。  

 

 こうしたことを踏まえ、“自分たちが住むまちは、どのような姿が望ま

しいのか ”という市民の思いを大切にしながら、より効果的かつ効率的な

地域 のま ちづ くり を推 進す るた め、 各地 域が 培っ てき たそ れぞ れの 強み

（特 徴等 ）を 活か す形 で、 地域 間（ 地域 同士 ）の 連携 強化 を図 り、 地域

（エ リア ）一 体と なっ てす すめ るま ちづ くり の方 向性 を地 域 間 連携 のま

ちづくりとして示します。  

 

 な お、 市が 一体 的に 取り 組む 施策 や特 定分 野に おけ る取 り組 みは 、重

点戦 略や 分野 別計 画に おい て取 り組 むこ とと して いま す。 この 地域 間連

携の まち づく りで は、 個別 地域 を超 えた 地域 （エ リア ）一 体と なっ て 共

通の 認識 を持 って 取り 組み を す すめ るこ とで 、個 別地 域が 誇る 資源 （魅

力） を活 かし て相 乗効 果に よる 地域 活性 化に 資す るま ちづ くり の方 向性

を示しています。  

  

別紙６  
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２  エリアの設定及び方向性の考え方  
 

（１）エリアの設定  

 地域間連携（エリア）の設定にあたっては、以下の項目に留意し設定

します。  

 

  歴史的・地理的な繋がり  

   ・複数地域が河川流域や道路網、伝統文化、自然景観、農林業な

どの歴史的・地理的な繋がりを活かすことで、さらなる一体感

の醸成が期待できること。  

  広域化・相互補完  

   ・地域間連携によりエリアが広域化することで、スケールメリッ

トが期待されること。また、強みを活かして弱みを補うといっ

た相互補完による効果が期待できること。  

  政策間の連携  

   ・ 複数 の政 策が 相互 に関 係す るこ とで 、地 域（ エリ ア） 全体 とし

て各種政策の相乗効果が期待できること。  

 

（２）方向性の考え方  

 地 域間 連携 （エ リア ）の まち づく りの 取り 組み など につ いて は、 以下

の考え方に基づき、設定しています。  

 

  主な地域として、高山地域及び各支所地域単位での地域を示して

いますが、エリアとして示した特定の地域のみの取り組みではな

く、周辺地域も含めて一体的な取り組みとして取り組むものです。 

  共通の資源を活かした地域間連携の活性化でのエリア設定であ

り、他の取り組みにおける地域を限定 す る も の で は あ り ま せ ん 。 

  単独の地域での特徴を活かした取り組みなどは、重点戦略や分野

別計画などで示すこととしています。  
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３  地域間連携（エリア）のまちづくり  
（１）国内有数の山岳資源や温泉資源を有するエリア  

   【飛騨山脈の山岳資源や自然を活かしたまちづくり】  

 

 ○主な地域  

・丹生川地域  

・上宝・奥飛騨温泉郷地域  

（周辺関連自治体：松本市）  

 

 

 

 ○エリアの特徴  

 

○まちづくりの方向性   

 

 

 

 

 

 

○主な取り組み  

 

 

 

 

 

 

 

 

主 な 地 域 資 源  都 市 連 携 軸 な ど  

【 自 然 資 源 】  

・ 槍 ヶ 岳 、 乗 鞍 岳 、 穂 高 連 峰 、 中 部 山 岳 国 立 公 園 な ど  

・ Kita Alps Traverse Route（ 北 ア ル プ ス ト ラ バ ー ス ル ー

ト ）  

・ロ ー プ ウ ェ イ 、登 山 道 、乗 鞍 ス カ イ ラ イ ン 、乗 鞍 山 麓 五

色 ヶ 原 の 森 、 奥 飛 騨 ビ ジ タ ー セ ン タ ー  

【 産 業 資 源 】  

・ 奥 飛 騨 温 泉 郷 （ ５ つ の 温 泉 地 ）、 宿 儺 の 湯 、 恵 比 須 の 湯  

・飛 騨 大 鍾 乳 洞 、ス キ ー 場 、ロ ン グ ト レ イ ル 、キ ャ ン プ 場  

・稲 作 や 山 椒 、ト マ ト 、ホ ウ レ ン ソ ウ 生 産 を は じ め と し た

農 業  

・ 道 の 駅 奥 飛 騨 温 泉 郷 上 宝  

・中 部 縦 貫 自 動 車 道  

・ 国 道 １ ５ ８ 号  

・ 国 道 ４ ７ １ 号  

  松 本 高 山 Big Bridge（ ビ ッ グ ブ リ ッ ジ ） 構 想 の 推 進  

  飛 騨 山 脈 ジ オ パ ー ク 構 想 の 推 進  

  奥 飛 騨 温 泉 郷 活 性 化 基 本 構 想 の 推 進  

  グ リ ー ン ツ ー リ ズ ム 、 エ コ ツ ー リ ズ ム 等 の 体 験 型 の 観 光 の 推 進  

◇  松 本 高 山 Big Bridge（ ビ ッ グ ブ リ ッ ジ ）構 想 や 山 岳 観 光 プ ロ モ ー シ ョ ン の

強 化 、 地 域 資 源 の 更 な る 磨 き 上 げ な ど に よ り 、 飛 騨 山 脈 の 山 岳 資 源 と 自 然

を 有 す る エ リ ア と し て の ま ち づ く り を す す め ま す 。  
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（２）街道景観と都市部とのアクセスを有するエリア  

   【 自然 豊か な街 道景 観と 都市 部と のア クセ スを 活か した まち づく

り】  

 

 ○主な地域  

・清見地域  

・荘川地域  

（周辺関連自治体：郡上市、白川村）  

 

 

 ○エリアの特徴  

 

 ○まちづくりの方向性  

 

 

 

 

 

 

 

 ○主な取り組み  

 

 

 

 

 

 

 

主 な 地 域 資 源  都 市 連 携 軸 な ど  

【 道 路 資 源 】  

・ 飛 騨 美 濃 せ せ ら ぎ 街 道 、 飛 騨 や ま び こ 街 道 、 さ く ら 街

道 、 飛 騨 高 山 風 景 街 道 、 高 規 格 道 路 （「 合 掌 ・ さ く ら 」

飛 越 街 道（ 東 海 北 陸 自 動 車 道 、中 部 縦 貫 自 動 車 道 ））他  

・ 道 の 駅 ： パ ス カ ル 清 見 、 な な も り 清 見 、 桜 の 郷 荘 川  

【 自 然 資 源 】  

・ 白 山 国 立 公 園 、 せ せ ら ぎ 渓 谷 県 立 自 然 公 園 、 白 山 ユ ネ

ス コ エ コ パ ー ク 、 生 活 環 境 保 全 林 （ せ せ ら ぎ 街 道 四 季

の 郷 、 で あ い の 森 ）、 荘 川 桜  

【 産 業 資 源 】  

・ ウ ッ ド ・ フ ォ ー ラ ム 飛 騨 、 自 然 体 験 施 設 、 キ ャ ン プ 場 、

別 荘 地 、 そ ば 、 飛 騨 牛 、 木 工 ・ ク ラ フ ト 、 桜 香 の 湯 、

荘 川 の 里 、 そ ば の 里 荘 川 、 高 冷 地 野 菜  

・東 海 北 陸 自 動 車 道  

・中 部 縦 貫 自 動 車 道  

・ 国 道 １ ５ ６ 号  

・ 国 道 １ ５ ８ 号  

・主 要 地 方 道 高 山 清

見 線  

  自 然 や 農 業 を 体 験 で き る 施 設 な ど を 活 用 し た 観 光 ・ 交 流 の 振 興  

  四 季 折 々 の 美 し い 街 道 景 観 の 保 全 と 活 用  

  道 の 駅 の 販 売 促 進 及 び 地 域 食 材 の 提 供  

  農 業 ・ 畜 産 の 担 い 手 へ の 農 地 等 の 集 積 ・ 集 団 化 ・ 大 規 模 化  

  東 海 北 陸 自 動 車 道 全 線 ４ 車 線 化 の 促 進  

◇  自 然 豊 か な 街 道 景 観 の 保 全 と 活 用 に よ る エ リ ア の 周 遊 の 促 進 を は じ め 自 然

や 農 業 を 体 験 で き る 施 設 の 活 用 な ど 、都 市 部 や 企 業 等 と の 連 携 な ど に よ り 、

街 道 景 観 と 都 市 部 と の ア ク セ ス を 有 す る エ リ ア と し て の ま ち づ く り を す す

め ま す 。  
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（３）南北の連携軸を有するエリア  

   【 国道 ４１ 号、 ＪＲ 高山 本線 沿線 の自 然と 文化 資源 を活 かし たま

ちづくり】  

 

 ○主な地域  

・高山地域  

・一之宮地域  

・久々野地域  

・国府地域  

（周辺関連自治体：下呂市、飛騨市）  

 

 ○エリアの特徴  

 

 ○まちづくりの方向性  

 

 

 

 

 

 

 ○主な取り組み  

 

 

 

 

 

 

主 な 地 域 資 源  都 市 連 携 軸 な ど  

【 文 化 資 源 】  

・ 山 城 跡 （ 高 山 城 、 松 倉 城 、 広 瀬 城 ほ か ）  

・ ユ ネ ス コ 無 形 文 化 遺 産 「 高 山 祭 の 屋 台 行 事 」  

・日 本 遺 産「 飛 騨 匠 の 技・こ こ ろ － 木 と と も に 、今 に 引 き

継 ぐ １ ３ ０ ０ 年 － 」  

・ 伝 統 的 建 造 物 群 保 存 地 区 、 風 土 記 の 丘  

・ 堂 之 上 遺 跡 、 飛 騨 一 宮 水 無 神 社 、 安 国 寺 経 蔵 、 臥 龍 桜 、

宮 笠 、 位 山 道 な ど  

【 自 然 資 源 】  

・位 山 、船 山 、川 上 岳 、モ ン デ ウ ス パ ー ク 、ひ だ 舟 山 リ ゾ

ー ト ア ル コ ピ ア 、 宮 川 、 常 泉 寺 川 （ バ イ カ モ ）、 源 流 の

森 、巨 樹・巨 木 、巨 石 群 、分 水 嶺 、岐 阜 大 学 位 山 演 習 林 、

あ ら ら ぎ 湖 、 宇 津 江 四 十 八 滝 な ど  

【 産 業 資 源 】  

・果 樹 、高 冷 地 野 菜 、ワ イ ナ リ ー 、釣 り 、道 の 駅 飛 騨 街 道

な ぎ さ 、 特 選 館 あ じ か 、 し ぶ き の 湯 な ど  

・ 国 道 ４ １ 号  

・ Ｊ Ｒ 高 山 本 線  

・ 主 要 地 方 道 国 府

見 座 線  

・ 主 要 地 方 道 宮 萩

原 線  

  日 本 遺 産 を 活 用 し た 周 遊 型 の 観 光 の 推 進  

  伝 統 工 芸 品 の 活 用 と 保 存 継 承  

  地 域 を 周 遊 す る ｅ － バ イ ク ツ ア ー の 促 進  

  ヘ ル ス ツ ー リ ズ ム の 推 進  

  ア ル コ ピ ア ス キ ー 場 廃 止 後 の 地 域 振 興 策 の 検 討  

◇  日 本 遺 産 や 伝 統 工 芸 品 、名 勝 や 田 園 ・農 村 風 景 の 活 用 な ど の 体 験 型 の 周 遊

の 促 進 な ど に よ り 、自 然 と 文 化 資 源 を 活 か し た エ リ ア と し て の ま ち づ く り

を す す め ま す 。  
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（４）高地の特性と長野県方面からのアクセスを有するエリア  

   【国道３６１号、主要地方道久々野朝日線を活かしたまちづくり】  

 

 ○主な地域  

・久々野地域  

・朝日地域  

・高根地域  

（周辺関連自治体：下呂市、木曽町）  

 

 

 ○エリアの特徴  

 

 ○まちづくりの方向性  

 

 

 

 

 

 

 

 ○主な取り組み  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主 な 地 域 資 源  都 市 連 携 軸 な ど  

【 道 路 資 源 】  

・ 美 女 街 道 、 旧 江 戸 街 道  

【 自 然 資 源 】  

・飛 騨 御 嶽 高 原 高 地 ト レ ー ニ ン グ エ リ ア 、秋 神 グ ラ ウ ン ド  

・ 御 嶽 山 、 乗 鞍 岳 、 野 麦 峠 、 秋 神 川 、 釣 り  

・ 石 仏 、 枝 垂 れ 桜 、 氷 点 下 の 森  

【 産 業 資 源 】  

・ 塩 沢 温 泉 、 秋 神 温 泉 、 く る み 温 泉 、 キ ャ ン プ 場  

・鈴 蘭 高 原 カ ン ト リ ー ク ラ ブ 、ひ だ 舟 山 リ ゾ ー ト ア ル コ ピ

ア  

・ 高 冷 地 野 菜 、 果 樹 、 蒸 留 所 、 ワ イ ナ リ ー 、 観 光 農 園  

・ 木 工 ・ ク ラ フ ト  

・ 道 の 駅 ひ だ 朝 日 村 、 道 の 駅 飛 騨 た か ね 工 房  

・ 国 道 ３ ６ １ 号  

・主 要 地 方 道 久 々 野

朝 日 線  

・県 道 御 岳 山 朝 日 線  

  高 地 ト レ ー ニ ン グ エ リ ア に お け る 利 用 促 進  

  地 域 活 性 化 に 向 け た 廃 校 施 設 の 活 用  

  ス ポ ー ツ 合 宿 誘 致 に 向 け た 地 元 活 動 の 促 進  

  ク ラ フ ト ３ ６ １ な ど 沿 線 の 特 徴 を 活 か し た 民 間 活 動  

◇  高 地 を 活 か し た 地 元 農 産 物 や ス ポ ー ツ 交 流 な ど 道 路 沿 線 の 特 徴 を 活 か し

た 一 体 的 な 取 り 組 み の 促 進 な ど に よ り 、高 地 の 特 性 と 長 野 県 方 面 か ら の ア

ク セ ス を 有 す る エ リ ア と し て の ま ち づ く り を す す め ま す 。  
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（５）高規格道路沿線（延伸）の立地を有するエリア  

   【中部縦貫自動車道、東海北陸自動車道を活かしたまちづくり】  

 

 ○主な地域  

・高山地域  

・丹生川地域  

・清見地域  

・荘川地域  

・上宝・奥飛騨温泉郷地域  

（周辺関連自治体：白川村、郡上市、松本市）  

 

 ○エリアの特徴  

  

 ○まちづくりの方向性  

 

 

 

 

 

 

 

 ○主な取り組み  

 

 

 

 

 

 

 

 

主 な 地 域 資 源  都 市 連 携 軸 な ど  

【 道 路 資 源 】  

・高 規 格 道 路 イ ン タ ー チ ェ ン ジ 、道 の 駅 、バ ス タ ー ミ ナ ル 、

安 房 ト ン ネ ル 、 飛 騨 美 濃 せ せ ら ぎ 街 道  

【 自 然 資 源 】  

・中 部 山 岳 国 立 公 園 、槍 ヶ 岳 、乗 鞍 岳 、穂 高 連 峰 、白 山 な

ど 、ロ ー プ ウ ェ イ 、登 山 道 、乗 鞍 ス カ イ ラ イ ン 、乗 鞍 山

麓 五 色 ヶ 原 の 森  

【 産 業 資 源 】  

・奥 飛 騨 温 泉 郷（ ５ つ の 温 泉 地 ）、宿 儺 の 湯 、恵 比 須 の 湯 、

桜 香 の 湯  

・飛 騨 大 鍾 乳 洞 、ス キ ー 場 、ロ ン グ ト レ イ ル 、キ ャ ン プ 場 、

別 荘 地 、 清 見 造 成 地  

・中 部 縦 貫 自 動 車 道  

・東 海 北 陸 自 動 車 道  

  中 部 縦 貫 自 動 車 道 の 整 備 促 進 、 中 間 イ ン タ ー チ ェ ン ジ の 整 備 促 進  

  東 海 北 陸 自 動 車 道 全 線 ４ 車 線 化 の 促 進  

  奥 飛 騨 温 泉 郷 活 性 化 基 本 構 想 の 推 進  

  四 季 折 々 の 美 し い 街 道 景 観 の 保 全 と 活 用  

  農 業 ・ 畜 産 の 担 い 手 へ の 農 地 等 の 集 積 ・ 集 団 化 ・ 大 規 模 化  

  企 業 立 地 の 推 進  

  自 然 や 農 業 を 体 験 で き る 施 設 な ど を 活 用 し た 観 光 ・ 交 流 の 振 興  

◇  高 規 格 道 路 の 延 伸 を 見 据 え 、地 域 資 源 を 活 か し た 沿 線 の 地 域 活 性 化 な ど の

取 り 組 み に よ り 、高 規 格 道 路 沿 線 の 多 様 な 立 地 を 有 す る エ リ ア と し て の ま

ち づ く り を す す め ま す 。  
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■幸福実現指標  

 

指 標 名  指 標 の 説 明  
単

位  
現状値  

中間目標  

(2029) 

目標  

(2034) 

市 民 満 足 度  

［ 地 域 連 携 ］  

「 高 山 地 域 や 各 支 所 地 域 が

地 域 を 超 え て 連 携 し た （ 一

体 と な っ た ） 取 り 組 み に よ

り 地 域 が 活 性 化 し て い る 」

と 感 じ て い る 市 民 の 割 合  

％     
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１  着実な計画の推進  
 本計画に掲げる重点戦略と分野別計画、地域間連携（エリア）のまち

づくりの着実な推進を目指して、人口減少など社会経済情勢の変化に対

応し、安定した市民サービスが提供できるよう、効率的かつ効果的に行

政経営をすすめます。  

 なお、計画の推進にあたっては、多様な主体との協働や住民自治の確

立などを基盤として、毎年市民満足度調査を行い、定期的に事業の見直

しを行うなど、急激な社会変化や市民ニーズに柔軟に対応し、限られた

資源を市民のしあわせにつながる分野へ集中的に投資するなど、メリハ

リのある市政運営により、計画推進の下支えを行います。  

 

■重点的にすすめる施策  

 

（１）市民協働・情報発信・多様性  

［協働のまちづくり］  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［広報公聴］  

 

 

 

 

 

 

［多文化共生・人権］  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域活動における担い手の確保  

◇  地域の負担軽減や、多様な主体との協働を促進し、町内会やまちづくり協議

会などへの支援により、地域コミュニティの維持や活性化に向けた取り組み

をすすめます。  

市民協働による多様な課題の解決  
◇  住民、町内会、市民活動団体、学校、事業者など、地域づくりの様々な担い

手の協働を促進することにより、地域課題に取り組む環境整備をすすめます。 

多様な主体による協働のまちづくりの深化  
◇  町内会やまちづくり協議会の位置づけを明確化し、多様な主体との協働によ

る自主的なまちづくり活動を活発的に取り組む環境整備をすすめます。  

 

 

伝わる広報活動の展開  
◇  戦略的な情報発信により、伝わる広報の実現を図ります。  

市民の声を市政に反映する公聴の展開  
◇  「誰でも、気軽に、簡単に」意見ができる環境の充実を図ることにより、市

民の声を政策に反映します。  

 

 

自分らしく生きられる、多様性の尊重  
◇  多様な生き方や働き方に対する市民の意識醸成などにより、誰もが自分らし

く生きられる社会の実現を図ります。  

異なる文化や慣習を認め合い、共に生きる社会の構築  
◇  在住外国人への暮らしに必要な様々なサポートや外国人材受入事業者への

支援などにより、異なる文化を持つ人々が互いに安心して暮らせる環境づく

りに取り組みます。  

◇  外国語講座や異文化交流イベントなどの開催により、多様な文化や異なった

価値観を尊重する市民意識の醸成を図るとともに、相互理解を深めます。  

 

 

別紙７  
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（２）計画推進  

［総合計画］  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［組織・人事・行政経営・ＤＸ推進］  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［財政・財産管理・税制］  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新たな体制によるまちづくり  
◇  市民のまちづくりに対する思いを実現する仕組みの構築により、新たな

まちづくりの構築を図ります。  

計画の進捗管理、実効性の確保  
◇  ＰＤＣＡサイクルに基づく計画の進捗の管理、社会の変化と事業の進捗

に応じた実施計画のローリングをすすめるとともに、各種計画と連動し

た様々な施策を推進することにより、総合計画の実効性を確保します 。  

効果的な連携  
◇  自治体、事業者、団体などとの連携により、効果的で効率的な事業の推

進を図ります。  

 

 

社会情勢等に対応した効率的・効果的な組織体制の構築  
◇  行政課題に対応した機能的な組織編成や多様な人材の 活躍などにより、

効率的・効果的な組織体制の構築を図ります。  

◇  健康で働きやすい職場環境の整備などにより、職員の活力や生産性の向

上、組織の活性化を図ります。  

◇  多様化、高度化する行政課題に対応するため高い専門性や政策形成能力

を備えた職員の育成や確保を図ります。  

◇  住民異動手続きや各種証明書発行のスマート化などにより、市民サービ

スの向上及び業務の効率化を図ります。  

◇  出資等の基本的な考え方を踏まえた出資団体への出資等の見直しをすす

めます。  

新たな官民連携による効果的な施設の整備  
◇  民間事業者の創意工夫による新技術や独自ノウハウを活用した公共施設

の整備をすすめます。  

デジタル技術の活用による市民サービスの向上  
◇  デジタル化などを通じた行政全般にわたる業務最適化や市民の利便性向

上を図ります。  

◇  デジタル技術やデータを有効活用して課題解決や新たな価値の創造につ

なげていくことができる人材の育成や確保をすすめます。  

 

 

持続可能な財政運営  
◇  歳入の積極的な確保、事務事業見直しなどによる歳出の削減、限られた

財源の重点的かつ効果的な配分により、財政の健全性を維持します。  

◇  財政の透明性の確保、計画的な地方債の借入や基金の活用、長期の財政

収支の見通しなどにより、持続可能な財政運営を行います。  

公有財産の有効活用  
◇  公共施設の複合化や多機能化をすすめます。  

◇  不要な財産の処分をすすめます。  

適正な公契約の推進  
◇  市内事業者の積極的な活用を図ります 。  

公平な財源確保の推進  
◇  市税収入の安定的な確保のため、公平公正な課税を行い、効率的な収納

業務を行います。  
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■幸福実感指標  

 

 

■主な関連計画  

 行政経営方針、公共施設等総合管理計画、ＤＸ推進計画  

 

 

 

 

 

指 標名  指 標の 説明  
単

位  
現状値  

中間目標  

(2029) 

目標  

(2034) 

市 民満 足度  

［ 協 働 の ま

ち づく り］  

「 多様 な主体（ 市民、町 内会 、

地 域内 団体、 学校 、事 業者、

行 政等）が協 働してま ちづ く

り に取 り組ん でい る」と感じ

て いる 市民の 割合  

％     

市 民満 足度  

［ 広報 公聴 ］ 

「 必 要 な 情 報 が 入 手 で き る

と とも に、市 政へ意見 を言 え

る 環境 が整っ てい る」と感じ

て いる 市民の 割合  

％     

市 民満 足度  

［ 多 文 化 共

生 ・人 権］  

「 年 齢 や 性 別 、 障 が い の 有

無 、国籍な どに 関わら ず 、多

様 な生 き方・暮らし方 へ の 理

解 が深 まって いる」と 感じ て

い る市 民の割 合  

％     

市 民満 足度  

［ 行政 全般 ］ 

「 効 率 的 で 良 質 な 行 政 サ ー

ビ スが 提供さ れて いる 」と感

じ てい る市民 の割 合  

％     

市 民満 足度  

［ ＤＸ ］  

「 地 域 に お け る デ ジ タ ル 活

用 が進 んでい る」と感 じて い

る 市民 の割合  

％     

市 民満 足度  

［ 財政 運営 ］ 

「 将 来 を 見 据 え た 財 政 運 営

に 取り 組んで いる」と 感じ て

い る市 民の割 合  

％     



重点戦略の分野別施策一覧

重点戦略
の方向性

重視すべきポイント ポイントごとの取り組み 施策分野 施策

こどもが
健やかに
育つため
の支援、
若者が活
躍できる
環境づく
り

健やかに育つ環境づくり 1 こどもが健やかに育つため、
様々な関係者と連携し、切れ
目のない支援に取り組みます
。

児童福祉
こども家庭相談システムの導入などにより、こどものライフステージに応じた切れ目のない支援の充実を図ります。
学校や地域、関係団体等のサポートネットワークの整備などにより、こどもやその家族が安心して暮らせる地域づくりをすすめます
。

健康・保健
若年層からの健診や、多様な主体（医師・学校・企業・医療保険者等）との連携などにより、切れ目のない健診・保健指導を図りま
す。

こども・子育て

胎児期から成人期までの切れ目のない健診や支援により、生活習慣病や社会生活への不適応を予防し、心身の健康増進を図ります。
子育てにかかる経済負担の軽減のための各種の給付や助成の充実などにより、出産や子育ての希望をかなえ、こどもや家庭が温かに
見守られ、支えられる地域づくりをすすめます。
保育や幼児教育、その他多様な託児サービスの提供とともに、必要な人材の確保・育成により、保護者が就労と子育てを両立し、こ
どもが豊かに育まれる環境整備を図ります。
親子の愛着形成の促進などきめ細かな子育て支援の充実により、安心してこどもを生み育てやすい地域づくりをすすめます。

2 こどもが安全で安心して過ご
すことができる居場所づくり
に取り組みます。

こども・子育て

屋内外の「こどもの遊び場」の魅力向上のための施設整備と活用促進により、楽しく、健やかにこどもが育つための環境の創出、地
域への誇りと愛着の醸成を図ります。
放課後児童クラブに専用アプリを導入し、効果的に運用することにより、保護者などの負担軽減やサービス向上、こどもの健全育成
のための環境整備をすすめます。
こどもが安心して自分らしく過ごすことのできる「居場所」を持てるよう、官民連携による環境整備と利用促進により、誰一人取り
残さない地域づくりをすすめます。

学校教育

不登校児童生徒に対する多様な支援の展開などにより、幅広い学びの環境を提供します。
小中一貫教育の推進により、学習環境づくりに取り組みます。
学校の適正規模・適正配置の検討をすすめます。
学校の適正規模を考慮した整備により、学校施設の学習環境の保全と安全性や利便性の向上を図ります。

夢や希望が持てる環境づ
くり

3 こどもや若者が飛騨高山への
愛着を深めるための意識醸成
に取り組みます。

こども・子育て
こどもがまちづくりに参画する仕組みを整えるなど、こどもの意見が反映される社会をつくることにより、将来の社会の担い手の育
成をすすめます。

学校教育 社会科副読本の更新や地元住民の協力により、身近でわかりやすく特色のある郷土学習をすすめます。

森林政策
幼少期から大人まで世代に応じた木育・森林環境教育により、森林に対して責任ある行動をとることができる人づくりをすすめます
。

プロモーション・
観光

飛騨高山の有する様々な魅力や価値の再認識と磨き上げにより、生まれ育った地域への愛着と郷土への誇りの醸成を図ります。

4 事業者や地域と連携し、若者
の地元定着に取り組みます。

学校教育 ＩＣＴ機器を活用した高度な学習環境の提供などにより、学校における教育のデジタル化を図ります。
生涯学習・文化芸
術

地域や事業者と連携した取り組みなどにより、若者の交流や主体的な活動を支援します。

雇用・労働 地域の魅力を市内外に発信するなど、地元企業との連携により、地元就職と地域への定着の促進を図ります。
地域活動
や産業、
福祉など
様々な分
野におけ
る人への
投資

日々の暮らしと地域活動
を支える人づくり

5 市民の日常生活を支える人づ
くりに取り組みます。

障がい者福祉 障がい福祉人材の育成・確保により、安定的な障がい福祉サービスの充実を図ります。
高齢者福祉 介護人材の育成・確保により、安定的な介護サービスの提供を図ります。

医療・保険
高度医療機関及び中核病院との連携などにより、地域医療体制を安定的に維持します。
医療機関と連携した医療を目指す学生への支援などにより、医療人材の育成確保を図ります。

公共交通 バスやタクシーなど市民の移動を支える運転手の確保への支援により、公共交通の維持・向上を図ります。
6 地域活動を支える人づくりに
取り組みます。

歴史文化 地域で継承されている祭礼行事や伝統行事の維持に向けた検討をすすめます。

防災・危機管理
災害時に必要な知識やスキルを身につけるための防災リーダーの育成や防災教育の推進などにより、災害に対応できる人材の育成を
すすめます。

消防・救急 消防団員の処遇改善と負担軽減などにより、消防団の維持と地域消防力の強化を図ります。

移住定住
市内で充実して暮らす若者等の姿、まちや職場の魅力などの情報の発信強化により、地域の成長と発展に寄与するＵＩＪターン者の
確保を図ります。

協働のまちづくり

地域の負担軽減や、多様な主体との協働を促進し、町内会やまちづくり協議会などへの支援により、地域コミュニティの維持や活性
化に向けた取り組みをすすめます。
住民、町内会、市民活動団体、学校、事業者など、地域づくりの様々な担い手の協働を促進することにより、地域課題に取り組む環
境整備をすすめます。

地域の元気を支える未来
の担い手づくり

7 事業の承継や後継者の育成な
ど未来を担う人づくりに取り
組みます。

住宅・公園・景観 伝統建築産業などの後継者育成や伝統構法への支援により、飛騨の匠を継承する人材を確保します。
農業・林業・畜産
業

幅広い世代で農業への関心を高め、多様な担い手や働き手の確保、遊休農地の解消などにより、持続可能な農業をすすめます。
繁殖牛舎等の整備や自立経営への支援などにより、新たな担い手の確保と定着を図ります。

商業・工業
中小・小規模事業者の経営基盤の強化や事業承継、市内への本社機能移転などの促進により、事業の継続と産業構造の多様化を図り
ます。

8 多様な人材の活躍の場の創出
や多様な働き方への対応など
人への投資に取り組みます。

高齢者福祉 デジタル技術の活用により、介護認定事務の効率化を図ります。
農業・林業・畜産
業

移住者や県立森林文化アカデミーの学生への支援により、新たな担い手の確保と定着を図ります。

雇用・労働 多様な人材の確保・育成により、働きがいのある労働環境の整備を促進します。

参考資料１

1



重点戦略
の方向性

重視すべきポイント ポイントごとの取り組み 施策分野 施策

人づくり
を支える
環境整備

自分らしく充実して暮ら
せる環境づくり

9 地域社会での自立した暮らし
に向けた相談体制や家族への
支援の充実に取り組みます。

地域福祉
多くの機関が連携しながら相談や支援につなげる重層的支援体制の構築により、複雑化した生活課題への対応や市民生活の不安解消
を図ります。

障がい者福祉

地域生活支援拠点の機能の充実・強化により、障がい者の日常生活の自立や社会参加を促進します。
基幹相談支援センターの体制強化により、障がい者やその家族が直面する様々な課題に対する専門的な支援や情報提供を行います。
福祉事業者や地域との連携の強化などにより、障がい者の親亡き後や障がい者及び介護者が高齢になっても、いつまでも地域で安心
して暮らせる体制づくりをすすめます。

高齢者福祉

介護予防の推進により、高齢になっても心身ともに健康で活躍できる環境整備を図ります。
判断能力が不十分な方や身寄りのない高齢者などの生活課題への支援体制の充実により、誰もが安心して年齢を重ねられる地域づく
りをすすめます。
認知症の方やその家族の負担軽減により、認知症フレンドリー社会の実現を図ります。
在宅生活に対する支援などにより、高齢者が安心して暮らせる地域づくりをすすめます。

医療・保険 介護予防と一体的な保健事業の推進により、高齢でも心身ともに健康で活躍できる環境整備をすすめます。
健康・保健 相談体制の充実などにより、こころの健康の保持と増進を図ります。
移住定住 移住する人や移住した人の想いに寄り添った暮らしへの支援により、暮らしたい、戻ってきたいと思えるまちづくりをすすめます。

10 多様な市民が生きがいや喜び
を感じ、交流できる機会の提
供に取り組みます。

地域福祉 総合福祉センター機能の整理により、市民の活動の場の確保を図ります。
生涯学習・文化芸
術

高山駅西地区複合・多機能施設の整備などにより、あらゆる世代の交流、生涯学習活動、文化芸術活動の場を提供します。
市民主体の文化芸術活動に対する支援や学習情報の提供などにより、喜びや生きがいを感じられる機会の充実を図ります。

スポーツ
気軽に体を動かす機会の創出などにより、スポーツが身近になる環境を提供します。
野球場や中山公園陸上競技場の整備をはじめ、既存施設の適正な維持修繕により、市民がスポーツに触れる環境の充実を図ります。

交流
国内外の姉妹友好都市などとの継続的な交流により、産業経済をはじめとした地域の活性化や人々の心の豊かさの創出を図るととも
に、広い視野を持った次世代の人材育成を図ります。

土地利用・都市計
画

高山駅西地区複合・多機能施設の整備により、高山駅西地区の活性化と高山駅東側と西側とが連動した賑わいの創出を図ります。

住宅・公園・景観 公園やまちかどスポットの再整備などにより、こどもの遊び場や憩いの場の充実を図ります。

多文化共生・人権

多様な生き方や働き方に対する市民の意識醸成などにより、誰もが自分らしく生きられる社会の実現を図ります。
在住外国人への暮らしに必要な様々なサポートや外国人材受入事業者への支援などにより、異なる文化を持つ人々が互いに安心して
暮らせる環境づくりに取り組みます。
外国語講座や異文化交流イベントなどの開催により、多様な文化や異なった価値観を尊重する市民意識の醸成を図るとともに、相互
理解を深めます。

快適で安全な環境づくり 11 住み慣れた地域で安心して暮
らせる環境の整備に取り組み
ます。

高齢者福祉 地域のニーズに応じた買い物支援などにより、住み慣れた地域での生活の維持を図ります。
医療・保険 国保診療所や移動診療車の運営などにより、地域医療体制の充実を図ります。

健康・保健
一人ひとりのこころの不調に対する気づきを促す支援により、個人が社会とつながりを持ちやすくする環境づくりをすすめます。
インセンティブ制度等の活用により、健康に関心が薄い人をはじめ、市民が健康づくりに取り組むことができる社会環境づくりをす
すめます。

土地利用・都市計
画

緑地保全に対する制度の拡充などにより、山林の保全や里山景観の維持を図ります。

住宅・公園・景観 耐震診断から耐震改修への効果的な誘導により、安全で安心して暮らすことができる住宅環境の整備を図ります。

道路・河川
道路台帳や除雪業務のデジタル化の推進により、市民の利便性の向上と効率的な除雪を図ります。
水門の遠隔監視や自動制御化により、降雨時などの住宅地への流入抑制を早期に行う仕組みを構築します。

防災・危機管理
地域住民による地区防災計画の策定を促進するとともに、実践的な防災訓練を実施することにより、地域における防災体制の確立を
すすめます。

消防・救急 救急と医療機関の連携による搬送体制の整備により、市民の生命を守ります。

移住定住
民間事業者と連携した移住者と地域住民との交流イベントなどにより、互いに理解し合い、協力して豊かな地域社会を築いていく環
境づくりを促進します。

12 公共交通や道路など快適環境
を整備し、市民の利便性向上
に取り組みます。

土地利用・都市計
画

長期的視点に立ち、社会的な変化などに対応する都市計画に見直すことにより、適正な土地利用を図ります。
中心市街地の活性化などにより、市街地中心部の魅力創出を図ります。
都市計画道路西之一色花岡線、市道若達花岡線、市道下三之町線における無電柱化の推進により、安全に通行できる環境の確保や景
観の保全を図ります。

公共交通

のらマイカーやまちなみバス、匠バスなどの運行ルートやダイヤの見直しにより、利用しやすい地域公共交通の確保を図ります。
自家用有償旅客運送、ライドシェア、デマンドタクシーなどにより、地域の特性に応じた移動方法を検討します。
待合いスペース等の整備などにより、公共交通の利用環境の向上を図ります。
公共交通利用に対する各種補助制度の拡充や見直しを行います。

道路・河川

都市計画道路松之木千島線、西之一色花岡線、市道旅行村線などの整備により、道路交通の利便性の向上を図ります。
中部縦貫自動車道や国道４１号石浦バイパス、東海北陸自動車道全線４車線化など広域交通網の整備促進とともに、インターチェン
ジ周辺をはじめ沿線の地域活性化を図ります。
都市計画道路などの交差点改良や幹線市道の計画的な長寿命化改修により、快適な道路環境の維持・向上を図ります。
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総合計画に関する特別委員会等における意見
1.自治基本条例等及び総合計画に関する特別委員会における意見と対応

［凡例　○：修正を行うもの、－：個別計画や取り組みで検討するもの、×：反映しないもの］

№ 意見 対応
前回資料
から修正

全般に関する事項

1

　人の「活用」という表現が行政が人を使う
みたいに捉えられるため、表現については今
一度、検討してほしい

　人材の活用という表現については修正
する（重点戦略・分野別計画（学校教育
・着実な計画の推進（組織・人事・行政
経営・ＤＸ））

○

2

　七次総から八次総の２０年と九次総の１０
年は違った社会になると考える。市民、事業
者においても新たな展開を余儀なくされる
　行政も挑戦していくという意思を見せてい
くことが必要と考える

　計画の前段部分において、創造的縮充
の考え方や拡大路線に限界がある社会背
景などを示す ○

3

　今回の計画の全体で言えることだが、初見
で市の考えなども共有できるよう構成を検討
してほしい

　計画の前段部分において、市の考えな
どを示したうえで、それに基づき基本理
念や都市像、重点戦略を設定しているこ
とを示す

○

4

　多様性という言葉について、キーワードを
精査するなかでダイバーシティはインクルー
ジョンとセットで考えるべきという意見があ
った
　一体のものとして考えていただきたい

　ダイバーシティやインクルージョンの
考えは、計画推進のうえで根底となるも
のであり、多様性を広義に捉え、着実な
計画の推進に位置づけている

－

重点戦略

5

　重点戦略についてはこの資料の内容で伝わ
るのか
　どういう戦略でどういう施策かがわからな
い

　重点戦略に位置付ける施策を追加で記
載する

○

6

　重点戦略の内容とネーミングがマッチして
いるかどうか
　重点戦略は分野別計画を横串しするイメー
ジであったが、参考資料の体系図はそのよう
になっていない
　あくまで私の感覚ではあるが、概念図にお
いては、重点戦略は土台にあるイメージであ
る

　重点戦略は、分野横断的かつ重点的に
取り組む内容であるため、そのイメージ
が伝わるような体系図を示す

○

7

　概念図については、重点戦略が横断的に位
置付けられているようなイメージを受けない

8

　人口減少において、多文化共生社会の考え
が必要である

　多文化共生社会の考えは、計画推進の
うえで根底となるものであるため、着実
な計画の推進に位置づけている

－

9

　平和宣言についても触れるべきではないか 　平和都市宣言や市民憲章、教育大綱な
どの理念は、計画の前提となるものであ
り、あえて計画に記載しない
　具体的な施策を検討するにあたり、理
念を意識した組み立てを行う

×

10
　重点戦略のポイントごとの取り組みはもっ
とあった方が良いのではないか

　ポイントごとの取り組みに加え、施策
を明示する ○

参考資料２

1



№ 意見 対応
前回資料
から修正

11

　高齢化への対応が少ない。人づくりにも影
響があると考える。こどもや若者だけではな
く、高齢化のことも記載が必要ではないか

　重点戦略に位置づけている分野別計画
の高齢者や女性を含むすべての市民に対
する様々な施策を追加で記載する

○12

　高齢者への課題がないため、表現をした方
が良いかと思う
　また、人づくりを支える環境整備と言われ
るとかなり広範囲な意味合いになり捉えどこ
ろがない
　心地良い環境づくりの方が良いのではない
かと思った
　高齢者から見て、我々の世代だけ置いてけ
ぼりかと思われないようにしてほしい

13

　高齢者と女性の視点が薄いかと思ったが、
人づくりに包含されるものと捉えられていた
が、他委員から様々な意見があったため再検
討してもらいたい

14

　高齢者も含め、一人ひとりが自分ごととし
て考えられるような表現や計画にしてほしい

　市民一人ひとりが自分ごととして捉え
られるよう、市民団体や事業者、市民に
期待することを計画に明示する ○

分野別計画

15

　体系図において分野別の説明がすべて「暮
らしの実現」と記載がある。暮らしというと
、個々のことを表現している
　産業や森林は社会に対する目標であるが、
それも同じように暮らしで締めくくると、つ
ながらないように感じる

　本計画は、人づくり、市民生活の幸福
度向上を図ることとしているため、目指
す姿も個々の暮らしの実現としている

×

16

　農業・林業・畜産業の１つ目の生産地づく
りにある施策について、移住者や学生への支
援により、森林技術者の待遇改善をすすめる
とあるが、待遇改善については事業体への支
援にあたるのではないか

　施策を修正する（重点戦略・分野別計
画（農業・林業・畜産業））

○

17

　目指す姿について、１０年を思い描くには
表現が足りないのではないか。高山で暮らす
ことに夢や希望が持てる表現にしてほしい

　目指す姿の設定にあたっての考え方を
示す

○

18
　森林空間の活用について、あまり記載がな
いように思う

　第九次総合計画の施策は、重点的に取
り組むものに絞り込みを行っており、指
摘の事項については、個別計画において
検討する

－
19

　主な施策のなかに森林サービス産業の活用
について記載すべきかと思う

20

　人口減少への対応策としてＵターン施策は
根本にあるべきはないか
　移住定住分野にすら記載がない

　Ｕターン者については、移住者に含ま
れていることを施策において明示する

○

21
　Ｕターンのことがどこに記載されているの
かわかりにくい

2



№ 意見 対応
前回資料
から修正

22

　分野別計画というよりは方針のようなもの
ではないか
　計画と言われると細かいことまで考えてし
まう
　名称については検討できれば検討してほし
い

　検討した結果、名称は分野別計画とす
る

×

23

　学校区の再編や、学校区からのまち協の範
囲の考え方については、今後１０年間の中で
検討する必要があるのではないか

　施策を追加する

○

24

　重点Ｎｏ．が記載されていない施策があり
、総花的なものに感じる

　重点Ｎｏ．を削除し、重点的に取り組
む施策のみの表記とする。

○

25

　「木のまち」という言葉が出てこない
　総合計画にキーワードがあれば個別計画に
も記載されていくのではないか

　「木のまち」という表記は使用してい
ないが、木の活用や木育等、様々な分野
における木の活用を意識して組み立てを
行っている

－

26

　木のまちや木が循環するまちづくりに対す
る考えを教えてほしい

27

　施策については重点的なものに絞り込んで
いるかと思うが、もう一度内部で精査してほ
しい
　また、計画には施策まで記載するのか

　全部局において精査し、全般的に施策
を修正・追加等を行った

○

28

　１０年間の施策であるため、再度、精査を
お願いしたい。施策も"重点的に進める施策"
などの表現の方が良いのではないかと考える

29

障がい者福祉の中で障がいに対する考え方を
示した方が良い。身体的な障がいだけではな
く、社会から生じるバリアもある

　個別計画での表記を検討する

－

地域間連携のまちづくり

30

　人口減少により維持できない地域が出てく
ると思う
　地域の特色を見て、どうブラシュアップし
ていくのかを前段で説明してはどうか

　今回の地域間連携（エリア）設定にこ
だわらず、改善を重ねながら柔軟に取り
組みをすすめるものという考え方を前段
で示す

○

31

　南北のエリアの都市連携軸に主要地方道宮
萩原線も重要な路線と考える。今後の路線改
修を踏まえ、エリアの重要路線として位置付
けてほしい

　連携を図るうえで下記の路線を追加す
る
・主要地方道宮萩原線
・主要地方道国府見座線

○

着実な計画の推進

3



№ 意見 対応
前回資料
から修正

32

　ローリングやレジリエンスの考え方を入れ
た方が良い

　計画書の前段で、提案のような計画推
進の考え方を示す

○

幸福実感指標

33

　「経済」の満足度指標については、地域内
で経済が循環しているよりも所得が上がり経
済が活性化しているの方が適切ではないか

　指摘を踏まえ、経済分野の市民満足度
指標を「市内で生産されたものが市内で
販売、消費されるなど、地域内で経済が
循環し、活性化している」に修正する

○

34

　観光は、活性化しているという視点より、
観光によって地域が豊かになっている状態を
気にするべきではないか

　観光が市民の満足度に影響しているこ
とを指標として捉えるため、観光分野の
市民満足度指標を「観光客の来訪が、市
民生活の向上につながっていると感じる
市民の割合」に修正する

○

35

　年齢を問わず活躍できているなど自己実現
を計るような指標があっても良いのではない
か
　また、幸福学の視点を踏まえて指標を考え
てもよいのではないか

　「しあわせ」を感じる基準は市民それ
ぞれのため、指標としては原案のとおり
とし、アンケート実施の際には、どのよ
うな点に「しあわせ」を感じているかを
深堀できるような項目の設定を行う

×

人口ビジョン

36

　高齢人口が生産年齢人口を上回らないよう
政策をすすめていく必要があると考える
　そういったことも市民と共有して考えてい
く必要がある

　計画書の「目指すまちの姿」において
、社会動態のあるべき姿の考え方を示す

○

4



総合計画に関する特別委員会等における意見
2.総合計画審議会における意見と対応

［凡例　○：修正を行うもの、－：個別計画や取り組みで検討するもの、×：反映しないもの］

№ 意見 対応
前回資料
から修正

全般に関する事項

1

　今後、意見交換会を予定しているとのこと
であるが、市の施策に対して、意識が高い人
や興味がある人は参加すると思う
　一方で今後のまちの担い手となるこども達
に対して、こどもの意見を踏まえた計画、こ
どもを中心とした計画であることを説明する
機会はあるのか

　市民説明会やＷＥＢ説明動画の配信に
より、市民意見を伺っている。
　なお、計画書については、こどもにも
分かりやすいダイジェスト版の作成を検
討しており、作成後は市民に読んでもら
えるよう情報発信を工夫する
　あわせて、出前講座等により、計画内
容の共有を図る

－

2

　高校生は一度で地元を離れると帰ってこな
くなる
　今、子育て中の親が計画期間中にこどもの
巣立ちを経験する
　こどもの進路に対して親子を対象した意見
を伺う機会はあるのか

　親子に特化した意見交換の予定はない
が、オンラインでの意見提出を行ってい
る
　若い世代にも実施していることが伝わ
るようＳＮＳを活用して、多くの意見が
いただけるよう努める

－

3

　わかりやすい計画を目指すとのことである
が、文字だけを読んでも特にワクワクしない
　共有するため、また夢が持てるように計画
の見せ方には検討が必要である

　計画書については、こどもにも分かり
やすいダイジェスト版の作成を検討して
おり、作成後は市民に読んでもらえるよ
う情報発信を工夫する

○

4

　総合計画として全体を網羅する計画であり
、行政としてこのような表現になることは仕
方がないと思っており、審議会委員の役割と
しては総合計画を所属する団体の方々にわか
りやすく伝えていくのも役目と感じている

－

基本理念

5

　基本理念について「飛騨高山」が２回ある
など、少々言葉のリズムがスムーズでない気
がする

　「飛騨高山」の一つを削除する

○

重点戦略

6

　何かをすすめるにも人が必要であるが、担
い手不足が課題である
　誰か個人に頼むのではなく、市内企業や団
体と連携しながら協力体制を強めることが担
い手不足をカバーできると考える

　計画の基本姿勢として、さまざまな関
係者と協働して課題解決をすすめていく
こととしている

－

分野別計画

7

　駅西エリアについては、合同庁舎や総合福
祉センターに駐車場が少ない
　道路には駐車待ちの車で列をなすことがあ
る
　駅西での複合施設を建設する際は、そうし
た駐車場事情を踏まえ計画をすすめてほしい

　基本計画に沿い、駅西地区まちづくり
構想に関する特別委員会と協議しながら
すすめていく

－

5



№ 意見 対応
前回資料
から修正

8

　人にやさしいとあるが、JR高山駅、市役所
では、雨天時のタクシーの乗車において、雨
に濡れないといけない
　また、雨天時のこどもの健診もこどもを抱
え、健診会場に向かっている
　新聞によると、国府中の生徒が学校のトイ
レが和式のため、使用することができないと
記事にあった
　こういった課題を抱える中、人にやさしい
ということを計画の目標に掲げられるのか
　学校へアンケート調査を実施して、トイレ
の洋式化を検討してほしいし、できれば、計
画を策定するまでに洋式化をすすめてほしい
　そのほか、本庁舎の思いやり駐車場につい
ても屋根もなく、雨に濡れてしまう状況であ
る

　課題として捉えているが、法令の制限
等により対応が困難な施設や利用者の意
見を反映する必要がある施設等、具体的
な取り組みへの提案であるため、今後の
取り組みのなかで、引き続き検討する

－

9

　農業について、現在起きている米騒動につ
いて、市農政部局から高山米穀に対して何も
聞き取りがなかった
　我々も米のほか、卵、飼料など農畜産関連
の商系は取り扱っている組合であるが、農政
部局との接点がない

　具体的な取り組みへの提案であるため
、今後の取り組みにおいて検討する

－

10

　金森長近の生誕５００年を記念してマンガ
を作成し、小中学校にマンガを配布したが、
大人も金森長近を知らない人が多くいる
　商工会議所を中心に地域活性化推進員会を
立ち上げ、様々な企画を実施しているが、市
からは文化財課は関わっているものの、市の
熱量があまり感じられない
　こういった文化振興事業は様々な部署が連
携しなければならず、また、一時的に終わる
ものではなく、長く続けていくものである
　高山は天領というイメージが強いが、城下
町が残っているというところもしっかりとＰ
Ｒして、さらなる地域活性化に向けすすめて
いく必要がある

　具体的な取り組みへの提案であるため
、今後の取り組みにおいて検討する

－

6



№ 意見 対応
前回資料
から修正

11

　「障がい」という表記については、障がい
をお持ちの大半が「障害」で良いと思ってい
る
　それは個人のハンディキャップではなく、
社会側に障害があると感じているためであり
、ひらがなにするとそういった障がいをお持
ちの方の考えが、返って伝わらなくなると考
える
　地域全体の助け合いについては、助け上手
はもちろんのこと、助けられ上手も重要なこ
とである
　福祉的な考えにおいて、障がい者の自立支
援とは、依存先が多くあるという状況が自立
という考えであり、独り立ち＝孤立につなが
る、そういった目で計画上の言葉を選んでほ
しい

　「障害」の漢字表記は、「害」に対す
る負のイメージが強いことを受け、市が
作成する文書等は「障がい」のひらがな
表記にした経緯がある
　社会側にある障害の改善等については
、障がい者への合理的配慮の提供を進め
、障がい者にとって、住みやすい環境に
なるよう努めていく
　福祉分野における「自立」とは、「自
身の意思決定により主体的な生活を営む
こと」や、「障がいを持っていてもその
能力を活用して社会活動に参加すること
」の意味として用いられているため、一
般的に言われる自立とは異なるためご理
解願いたい

－

12

　心のケアに関連して、飛騨地域においては
高山市の自殺率が高い
　支援することで自殺率を下げるなど踏み込
んだことが記載ができれば良いと考える

　個別計画にて対応する

－

13

　森林整備については、ぜひ森林環境譲与税
の有効活用してほしい
　森林整備は人工的な整備が必要であり、森
林の奥地へ行くためには路網整備が必要であ
る
　林道は舗装されていないため、災害等のリ
スクが伴うことから、県においてリスクを評
価するマップを作成している
　当組合においては、市の森林整備に合わせ
ながら、路網整備をすすめていきたい
　引き続き、森林活用に向けて、連携して取
り組んでいきたい考えである
　森林の多面的機能に関連して、県営林の立
木の売却が開始され、面積は約７０ｈａほど
で、皆伐されるとそのエリアに木がなくなり
、災害リスクが伴ってしまう
　譲与税を活用して市が保有し、間伐や植林
をすすめてほしい

　森林環境譲与税の活用について、公益
的機能の増進や普及啓発を分野別計画の
施策として記載している
　具体的な取り組みについては、計画を
すすめるなかで引き続き検討する

－

14

　市内において、こどもが室内で遊べるとこ
ろが少ない
　静岡県の焼津市に木と触れ合えるおもちゃ
美術館があり、高山も木工が強いところであ
るため、企業と連携してこのような施設整備
ができないかと思う

　高山駅西地区複合・多機能施設の整備
など、こどもが室内で遊べる環境の整備
に取り組む

－

15

　中学校、高校生がバスケットボールなどし
て遊べる場所が少ない

　ニーズにあった施設の運営に向けて、
利用者の意見を聞きながら、取り組みを
検討する

－

7



№ 意見 対応
前回資料
から修正

16

　姉妹友好都市に関連して青年会議所でも外
国人との交流機会を創出する企画を検討して
いるところである
　外国人で賑わう高山だが、外国人と交流は
できる人は少なく、国際的な視点を持った人
をつくるためには、外国人と交流できるよう
な大きなイベントが必要であると考える

　分野別計画の交流分野において、広い
視野を持った次世代の人材育成について
は記載しており、取り組みをすすめる。
　着実な計画の推進の多文化共生・人権
分野において、異文化交流イベントなど
の開催により、多様な文化や異なった価
値観を尊重する市民意識の醸成を図ると
ともに、相互理解を深めることを記載し
ており、取り組みをすすめる。

×

17

　防災・危機管理分野に、燃料に関する記載
がない
　日本で２０５０年に排出量が０になっても
、平均気温がわずかしか下がらないというデ
ータがあり、脱炭素社会の実現を目指す世の
中であるが、災害時の寒さ対策につながるな
ど、もっと燃料の活用に目を向けてほしい

　具体的な取り組みへの提案であるため
、今後の取り組みにおいて検討する

－

18

　計画の資料を見ても言葉がつらつらと続く
、課題に対して具体的な取組みを記載しない
と伝わらない

　計画書については、こどもにも分かり
やすいダイジェスト版の作成を検討して
おり、作成後は市民に読んでもらえるよ
う情報発信を工夫する

－

19

　認知症フレンドリー社会の実現とあるが、
取り組むにあたっては、膨大な予算が必要と
思う
　草津温泉で温泉地を再開発して成功した事
例があり、何かに特化した事業に取り組むこ
とによって、他にも良い影響が現れると考え
る
　認知症フレンドリー社会の具体な施策があ
れば話を伺いたい

　施策がわかりにくいため、施策を修正
する

○

20

　中心市街地の現状は外国人観光客が多く、
歩行するのも困難な状況である
　そのような中、空き店舗はいつの間にかゲ
ストハウスになっており、この観光客が少な
くなったら、ゲストハウスが撤退し、寂しい
商店街になることを危惧している
　既存の商店街が潤うようにプレミアム付き
商品券の発行を願う
　良いまちと感じる観光地になってほしい

　具体的な取り組みへの提案であるため
、今後の取り組みにおいて検討する

－

地域間連携のまちづくり

21

　「南北の連携軸を有するエリア」のまちづ
くりの方向性として、日本遺産などを活かす
とある
　国府地域も含まれているが、当該地域にお
いては、日本遺産に指定されたときは盛り上
がりがあったが、現在は下火となっている
　外国人、日本人も含めて来訪していただけ
るよう改めて力を入れてほしい
　また、飛騨市とも連携して広域的な視点で
もお願いしたい

　具体的な取り組みへの提案であるため
、今後の取り組みにおいて検討する

－

8



№ 意見 対応
前回資料
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22

　高規格道路沿線の立地を有するエリアとし
ては企業立地をすすめてほしい
　東海環状自動車道の整備に伴い、その沿線
で企業立地がすすんだように、企業立地がす
すむことで人口の増加や税収の増加が見込ま
れる

　既存の主な取り組みにも企業立地の推
進を掲げており、引き続き取り組みをす
すめる

－

着実な計画の推進

23

　子ども会がないところや、長寿会員が多す
ぎるなど、町内会組織の活動に対して課題が
多く出ている
　また、担い手が少ないのも課題である
　行政が負担軽減に取り組んでくれているが
、難しいと感じている

　着実な計画の推進において、負担軽減
や協働を促進し、地域コミュニティの維
持・活性化に向けた取り組みを進める

－

9



総合計画に関する特別委員会等における意見
3.市民説明会（オンライン配信含む。）における意見と対応

［凡例　○：計画に反映されているもの、－：個別計画や取り組みで検討するもの］

№ 意見 対応
計画への
反映

1

　重点計画で「人」を限りある財産とし
、柔軟なポジションで効率的に活用する
ことが重要である。縦割りを廃し、社会
的立場にとらわれず複数の役割を担わせ
、各分野を統合的に進めることで人口減
少に対応できる。
　柔軟な人材運用には財源の柔軟性も必
要である。

　「人」に関しては「重点戦略」に
位置づけ、分野横断的かつ重点的に
取り組むこととしている。

○

2

　重要な視点が、「人」になって取り組
むのは良い。現実感より理想感が強い。
　人口減少は国でも成果が出てない。周
辺地域は過疎化は止められない。対策は
見当たらない、見捨てられていると感じ
ざるを得ない。

　地域の活性化については引き続き
、検討して取り組んでいく。

○

3 　「人」を重視する考えは賛同する。 　参考意見として承る。 －

4 　「人」に焦点を当てたことは納得であ
る。

　参考意見として承る。 －

5

　「人」が穏やかに助け合って暮らせる
「心豊かな街」になって欲しいと思う。
　市が一生懸命取り組んで、方向性を示
してもらえたら、一市民として、小さな
力でも、出来る事はしていきたいと思う
。

　参考意見として承る。

－

6

　「人」を大切にしようとするテーマは
賛成である。
　人口減少の進行により、働き手や地域
の担い手を確保するため、他地域若しく
は海外から呼び込む必要がある。

　働き手や担い手などの人に関して
は「重点戦略」に位置づけ、分野横
断的かつ重点的に取り組むこととし
ている。

○

7

　人づくりをテーマにしていることは大
変評価はできるが、人をどう確保してい
くかが重要な課題と考える。

　働き手や担い手などの人に関して
は「重点戦略」に位置づけ、分野横
断的かつ重点的に取り組むこととし
ている。

○

8

　基本計画の考え方については納得した
。
　市民と夢や思いを共有する計画を実行
するために、具体的に何をするかが重要
と考える。市と市民、それぞれができる
ことを取り組んでいくことが必要である
。

　市民と共有できるよう分かりやす
い計画書の作成をすすめている。
　今後のまちづくりの方向性を市民
と共有しながら各施策に取り組んで
いきたい。

○

9

　荘川さくら学園の児童・生徒と地域の
高齢者が交流して教育につながるような
取り組みを考えている。
　次期計画においては、縦割りではなく
、様々な分野が手を取り合って連携して
すすむような取組みに期待する。

　横断的に取り組む必要があるもの
については関係部署同士が連携しな
がら取り組んでいく。 ○

10
　重点事業で人づくりに取り組むことは
理解したが、婚活（結婚支援）は含まれ
ているか

　重点戦略に含まれており、取り組
むこととしている。 ○

10



№ 意見 対応
計画への
反映

11

　分野別計画で５つの分野ですすめるこ
とは理解したが、分野横断的な施策を計
画に位置付けて欲しい。
　農業の振興は単に農業分野だけでなく
、地域の衰退の歯止めとなる。零細農家
を支援しないと、地域コミュニティが維
持できない。そういう視点を入れて欲し
い。

　働き手を含め人に関することは、
分野横断的かつ重点的に取り組むよ
うに「重点戦略」に位置付けている
。 ○

12

　重点戦略に夢や希望が持てる環境づく
りとあるが、市民の夢や希望については
どのような考えのもと、重点戦略に設定
したのか。
　地域に住む人に対する将来の活躍に向
けてチャンスを与えていくものと考える
。

　将来を担う市民が、生き生きと活
躍したり、生きがいを持って働くな
ど、充実した暮らしを過ごすことで
、この地域に住むことを「しあわせ
」と感じてもらいたい、という考え
のもと重点戦略に設定している。

○

13

　毎月の安否確認が行われていない現状
に対し、町内会の役員だけでは不足して
いると感じる。
　福祉課以外の職員も全地域に割り振り
、積極的に確認を行うべきである。

　具体的な取り組みへの提案である
ため、今後の取り組みにおいて検討
する。 －

14 　高齢者や低所得者の方に金銭的な支援
を望む。

　今後の取り組みの中で検討してい
く。

－

15
　市役所の開庁時間（８時～１７時）以
外でも市民の困りごとを聞く姿勢が必要
である。

　具体的な取り組みへの提案である
ため、今後の取り組みにおいて検討
する。

－

16
　自助、共助、公助は重要な考えである
ため、計画で触れてはどうか。
　この考えを広く伝える必要がある。

　直接的に自助等の文言は使用して
いないが、重点戦略において期待す
る役割等で考え方を示している。

○

17

　地球温暖化で高山もかなりの暑さとな
っており、高齢者には酷な夏である。
　暑いから、寒いからといった理由で期
間的な施設入所の方も多くいる。
　エアコンの助成金やスポットクーラー
貸出等を計画に入れて欲しい。
　熱中症による救急搬送率も下がると思
われる。

　具体的な取り組みへの提案である
ため、今後の取り組みにおいて検討
する。

－

18
　健康の観点から訪問販売車を役所でも
出して各地域に会計年度職員を配置して
食材を配送してほしい。

　移動スーパーの補助など引き続き
買い物支援に取り組む。 ○

19

　福祉においても人材が不足している。
　人材不足やコロナの影響もあり、デイ
サービスをやめたところもある。
　人材育成も重要だが、人材確保を優先
的にすすめる必要がある。
　高齢化がすすむ高山において、現役で
働いている高齢者が今後十分なサービス
を受けられるのか不安である。

　働き手や担い手などの人に関して
は「重点戦略」に位置づけ、分野横
断的かつ重点的に取り組むこととし
ている。 ○

20

　スーパーマーケットが訪問販売車を出
さない場合、価格をもっと値下げするべ
き。
　また、市役所にて買い物バスを運行し
、郊外に出るようにすることで、市民が
重い荷物を持ち帰る負担を軽減すべきで
ある。

　移動スーパーの補助など引き続き
買い物支援に取り組む。

○

11



№ 意見 対応
計画への
反映

21
　医療機関の充実として、眼科、整形外
科など専門の医療機関を周辺地域に誘致
してほしい。

　地域医療の充実については、引き
続き検討する。 －

22

　老朽化が著しい高山赤十字病院の新病
院の建設と移転を望む。
　災害時の拠点病院として可及的速やか
に対処してほしい。

　具体的な取り組みへの提案である
ため、今後の取り組みにおいて検討
する。

－

23

　市内の医院やクリニックではスリッパ
の習慣が問題だ。
　狭い靴棚や散乱する脱いだスリッパが
あり、コロナ以降驚いている。
　大病院では靴を履くルールがあるため
、医療環境を整備すべきだ。
　外国人観光客を受け入れるなら、患者
にもスリッパをやめさせ、スタッフは靴
を履くべきである。

　総合計画に対するものではなく個
別具体的な意見であるため、参考意
見として承る。

－

24

　不妊治療通院費の助成金の支給をして
ほしい(隣接する飛騨市、下呂市には既
に助成金があるので)。
　不妊治療は精神的にも金銭的にも、負
担が多い。
　通院の為には仕事を休まざるえなく、
収入に限りがある。
　今ある助成金も大変ありがたいが、通
院費の助成金も検討してもらいたい。

　具体的な取り組みへの提案である
ため、今後の取り組みにおいて検討
する。

－

25 　医療体制は充実していない。 　参考意見として承る。 －

26

　飛騨市民病院は上宝・奥飛騨温泉郷地
域の重要な医療機関である。地域医療体
制の充実の項目内に明記してほしい。

　地域の重要な医療機関として、医
療・保険分野で今後の取り組みにお
いて検討する。

－

27

　市内だけの閉ざされたネットワークが
できないか。
　病院、診療所をつないで、市民の病歴
や投薬情報を共有できるデータベースを
作ってはどうかと思う。

　具体的な取り組みへの提案である
ため、今後の取り組みにおいて検討
する。 －

28

　診療所が上宝地域にはなく、栃尾診療
所の医師も今年度で期限との声を耳にし
た。
　人口減少や担い手不足で十分な体制が
取れないことは理解するが、もう少し力
を入れて欲しい

　国保診療所の運営や、医師確保の
取り組みにより、地域医療体制の確
保を施策としてすすめてくこととし
ている。

－

29
　栃尾診療所は次年度も引き続き開設さ
れるのか、教えて欲しい

　引き続き開設する。
－

30

　飛騨市民病院で、今年度内に数回会議
が開催されることが町内会連合会に声が
掛かっている。
　支所長はそのことを知っているか。

　総合計画に対するものではなく個
別具体的な意見であるため、参考意
見として承る。

－

31
　小さいこどもや、高校生くらいのこど
もが遊べる空間をそれぞれ作ってほしい
。

　具体的な取り組みへの提案である
ため、今後の取り組みにおいて検討
する。

－
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32

　母子手帳配布時に、母親に赤ちゃんの
発達についての教育をすすめたらどうか
。
　妊婦が全員集まる場で経費削減し、講
師1人で数十人に伝えられる。
　赤ちゃんに触れることが発達症の症状
を緩和する効果があることを妊婦に伝え
れば、市の療育費の圧迫が軽減できる。

　具体的な取り組みへの提案である
ため、今後の取り組みにおいて検討
する。

－

33

　県では第2子以降の出産祝金が支給さ
れているが、周産期死産した子も1人と
してカウントしてほしい。
　岐阜県が対応しない場合、市での支給
を検討してほしい。死産は精神的に辛く
、両親は我が子を抱けず成長を感じられ
ない。
　医学的にも出産として数えられるため
、福祉面でも死産を人間として扱ってほ
しい。
　母子手帳や死産届のコピーなどで証明
が可能だ。
　特に周産期死産は生きられる可能性が
あった子であり、社会的に認められない
ことが辛く、検討をお願いする。

　具体的な取り組みへの提案である
ため、今後の取り組みにおいて検討
する。

－

34 　若い人が移住できるよう子育て環境に
力を入れる必要がある。

　こども、若者に関しては重点的に
取り組むこととしている。

○

35
　子育て世代が周辺地域に移住しやすく
、暮らしやすいように税金の緩和など優
遇施策を考えてはどうか。

　具体的な取り組みへの提案である
ため、今後の取り組みにおいて検討
する。

－

36
　人口減少、少子化を抑制するため、行
政が結婚を後押しするような支援をすす
めてはどうか。

　結婚に関する支援については、分
野別計画の施策に位置づけているた
め、取り組みの中で検討する。

○

37

　少子化により保育園、学校を安易に統
合してほしくはない。
　市内学校同士で運動会などを合同で実
施するなど児童・生徒数が少ないところ
でも行事が実施できるように交流をすす
めることが重要と考える。

　学校等の規模、配置については関
係団体等と意見交換をしながら引き
続き検討していきたい。 ○

38

　荘川さくら学園がいよいよ開校する。
特色ある学園として運用、先進的な教育
環境が制度としても整えられることを希
望する。

　参考意見として承る。

－

39

　地域にこどもが少ないから交流がなく
、挨拶すらしないこどもばかりである。
　これでは地域住民は地域のこどもを見
守る意味がないと感じる。

　今後の取り組みの中で検討してい
く。 －

40
　学校教育については飛騨市の方が進ん
でいるように思える。

　総合計画に対するものではなく個
別具体的な意見であるため、参考意
見として承る。

－

41

　多額の金額を投資して荘川さくら学園
を整備していただいた。
　義務教育学校を起点として、地域活性
化策を検討していきたいと考えているた
め、市と連携して地域一体で取り組んで
いきたい。

　荘川地域は、地域と学校が協働し
てこども達を育む学校づくりをすす
めている。
　「人」に関しては重点戦略に位置
づけており、重点的に取り組むこと
としている。

○
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42

　市内全ての校区の学校を選んで通学で
きるようにしてはどうかと考える。
　不登校を減らし、人気校を作ることで
学校経営が全体的に向上する。

　学校区の適正規模・適正配置を含
め今後検討していく。 ○

43

　各地域の歴史文化は重要な観光資源と
なっている。
　観光収入は観光業の方達の為だけに使
われるものでは無い。
　広く自由に各地域の為にも活用する施
策に取り組んでほしい。

　歴史文化資源の活用については引
き続き取り組んでいく。

○

44

　市町村合併して２０年経過するので、
旧市町村の枠にこだわらない取り組みが
大切だと思うが、各地域の歴史や文化は
大切にしてほしい。

　歴史文化の保存と活用については
引き続き取り組んでいく。 ○

45

　若者も減り、祭屋台の運営が困難にな
ってきている。
　親戚、知人を呼んで対応しているとこ
ろである。
　世帯が減る町内にはお金もない。
　文化のまちである高山にとって担い手
不足は深刻な課題である。

　働き手や担い手などの人に関して
は「重点戦略」に位置づけ、分野横
断的かつ重点的に取り組むこととし
ている。 ○

46
　祭りの担い手不足に対応するため、ふ
るさと納税の返礼品の体験メニューに屋
台曳行体験を検討してはどうか。

　具体的な取り組みへの提案である
ため、今後の取り組みにおいて検討
する。

－

47

　名家で空き家になっているところには
、文化財として価値のある貴重な品が眠
っていると思う。
　それらを寄附として受け入れて保存、
活用できないか。

　具体的な取り組みへの提案である
ため、今後の取り組みにおいて検討
する。 －

48
　地域の伝統芸能を承継するため、伝統
芸能保存劇団のような組織を市で創設す
ることができないか。

　具体的な取り組みへの提案である
ため、今後の取り組みにおいて検討
する。

－

49

　過去には地域の社会人スポーツチーム
が指導に来ていたが、現在はハンドボー
ル以外に教えるスポーツがないため、岐
阜県のスポーツレベルが低下している。
　地域のスポーツ支援を再強化する必要
がある。

　今後の取り組みの中で検討してい
く。

－

50

　通院の手段として、のらマイカーがあ
るが、あまり利用されていない気がする
。
　近くの人達と利用出来る乗合タクシー
の方が良いかと考える。

　具体的な取り組みへの提案である
ため、今後の取り組みにおいて検討
する。 －

51
　久々野駅周辺の整備が必要だと思う。 　今後の取り組みの中で検討してい

く。 －

52

　高規格道路沿線の立地を有するエリア
の各地域内の公共交通機関の料金がバラ
バラである。
　流入人口増加に向けて、同じ金額で移
動できるように取り組んでほしい。

　具体的な取り組みへの提案である
ため、今後の取り組みにおいて検討
する。 －

14



№ 意見 対応
計画への
反映

53

　公共交通の実証実験は市街地からでは
なく、周辺地域から実施してほしい。
　高山地域と支所地域内の公共交通料金
の格差を是正してほしい。
　現状では周辺地域の住民は自動車を手
放して生活することができない。

　公共交通について、施策分野に位
置づけ取り組むこととしている。地
域の実情やニーズに応じて利便性の
向上を図っていきたい。

○

54

　市街地では観光特化型バス「匠バス」
が運行されているが、奥飛騨温泉郷地域
も観光地であるため、同様のバスを運行
するべきではないか。

　具体的な取り組みへの提案である
ため、今後の取り組みにおいて検討
する。

－

55

　住民が亡くなったまま１年以上放置さ
れている市営住宅がある。建築住宅課の
職員や応援部隊が最低限の片付けを行う
べきである。

　総合計画に対するものではなく個
別具体的な意見であるため、参考意
見として承る。

－

56

　町村地域の景観拠点の創出に取り組ん
でほしい。

　景観の保全、地域資源の活用など
地域の活性化については引き続き、
検討して取り組んでいく。

○

57

　放置される山、耕作地、廃屋は、防災
面、景観面からも、また獣害からも良く
ない。
　観光地としてはマイナスになる。

　森林や耕作放棄地、空き家への対
策などについては各分野別の計画で
取り組むこととしている。

○

58
　公園管理について、奉仕作業だけでは
、草が伸び放題で、遊具もサビだらけで
ある。

　総合計画に対するものではなく個
別具体的な意見であるため、参考意
見として承る。

－

59

　奥飛騨地域にある市営住宅の中を一度
見て欲しい。
　特に単身用世帯住宅はとても住めるよ
うな施設では無い。
　移住したくても住めないような施設な
ら無くした方が良いのではないかと思う
。

　具体的な取り組みへの提案である
ため、今後の取り組みにおいて検討
する。

－

60

　荘川桜や五連水車の維持について、メ
ンテナンスは荘川住民で実施できるが、
金銭面での支援をお願いする。
　人の豊かさの根幹は美しいまちである
と考える。移住者を迎えるうえでも支援
をお願いしたい。

　具体的な取り組みへの提案である
ため、今後の取り組みにおいて検討
する。 －

61

　上宝・奥飛騨温泉郷地域は国道４７１
号及び神通川水系にて飛騨市、富山県と
深く繋がっている。
　国道４１号と中部縦貫自動車道のアク
セス道路として早期改良を図ってほしい
。

　県管理の道路のため、必要に応じ
て県へ要望等を行う。

－

62

　市内の道路の状態が悪いように思う。
　出勤で清見、荘川を通るが、道路全面
が穴と亀裂だらけで、よけることが難し
い。
　雨降りで視界が悪い時に、穴をよけら
れず、車がへこんだことがあるため、道
路整備を希望する。

　総合計画に対するものではなく個
別具体的な意見であるため、参考意
見として承る。

－

63
　市内を３０分で往来できる高速道路網
を整備してはどうか。

　総合計画に対するものではなく個
別具体的な意見であるため、参考意
見として承る。

－
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64 　都市の防災強化に取り組んでほしい。 　引き続き取り組んでいく。 ○

65

　大規模発生時の市職員の対応体制は十
分にできているのか。

　職員参集システムの整備や職員初
動マニュアルなどの策定により、災
害時における職員の体制を整えてい
る。

－

66

　災害時の市民の安否確認は、行政では
なく、まち協が実施する必要があると思
う。
　まち協で計画を立てて運営していく必
要があると考えている。
　自主防災意識を高める必要がある。市
の役割とまち協の役割の明確化が必要で
ある。

　各まちづくり協議会に対して地区
防災計画の策定を促進しており、地
域における自主防災意識の向上に向
け取り組んでいるところである。 ○

67

　避難指示があっても、避難所のトイレ
が和式であり介護を要する高齢者にとっ
ては、排泄が困難なため、避難はせず、
自宅で待機するのが現状である。
　高齢者を考慮した過ごしやすい避難所
整備をお願いしたい。

　具体的な取り組みへの提案である
ため、今後の取り組みにおいて検討
する。
　避難所環境の充実に努めている。

－

68

　大規模火災が発生した場合は消火栓だ
けでは対応できないと思う。
　水利を確保するため、用水の整備が必
要である。

　災害発生時における消防水利の確
保については引き続き取り組んでい
く。

○

69

　地元に住んでいない山林所有者が増え
ている。
　山林を産業の有効利用とするため、山
林の譲渡会など行い活用したい人に引き
継がれるような仕組みを考えて欲しい。

　具体的な取り組みへの提案である
ため、今後の取り組みにおいて検討
する。 ○

70
　森づくりは長期に渡る取り組みなので
、計画期間より長いビジョンで取り組ん
でほしい。

　個別計画にて検討していく。
－

71
　乗鞍岳の登山道について、野麦側から
も整備すれば高根側の交流人口が増える
かと思う。

　具体的な取り組みへの提案である
ため、今後の取り組みにおいて検討
する。

－

72 　森林環境税は市からも徴収しているの
か。

　参考意見として承る。 －

73

　既存の国・県の施設を活用し、地域の
価値を高めることが重要である。
　国立乗鞍青少年交流の家や県立奥飛騨
ビジターセンターは、アウトドアブーム
の中で活用されていないのがもったいな
い。
　レジャーや観光の目的地になり、市民
の雇用を生む受け皿にもなる。複数施設
で共同して期間の長い大規模なイベント
を開催してはどうか。
　高山の山岳資源をアピールすれば、滞
在時間の延長につながると考える。

　具体的な取り組みへの提案である
ため、今後の取り組みにおいて検討
する。

－

74
　山の保水力が低下しているが、下草の
管理が不十分なところが原因である。

　災害に強い森林づくりについては
森林政策分野の施策として取り組む
こととしている。

○
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75

　市内に流れる河川がほぼ源流（起点）
である。
　自然環境の保全という考えは今までも
あったが景観に留まっていたと考える。
　高山の水が汚れると域外も汚れるとい
った考えを現計画に示してほしい。

　自然環境の保全には、生物多様性
等も施策として取り組むこととして
いる。 ○

76

　奥飛騨温泉郷地域では地熱発電等、自
然環境温暖化事業が民間事業者により先
導してすすめられているが、地域住民が
理解しないまま事業がすすまないように
行政も参画してほしい。

　必要に応じて地域や関係事業者を
集めた意見交換会を開催している。

－

77

　上宝地域の米は、評価が高く、美味し
い、他と違う味わいと聞く。
　令和の米騒動と騒がれた今年、食料自
給率は、相変わらず低い。
　観光ばかりでなく、人間の命を支える
農業に、もっと力を入れたら良いと思う
。
　様々な最先端技術を使う農業にしたら
、若い人も興味を持ってくれそうだし、
手作業なら高齢者も働けると思う。

　農業振興については引き続き取り
組んでいく。

○

78

　農業の生き方、スタイルを広めるのは
どうか。農家は冬季は自由に過ごせる。
そういったところをＰＲすれば若者が移
住するのではないかと思う。

　今後の取り組みの中で検討する。

－

79
　インバウンド戦略に加えて、地元の人
たちの商業が盛んになるような戦略を検
討してはどうか。

　個別計画にて対応する。
－

80
　市内で新規会社はホテルばかりで、コ
ロナウイルスのような事態になれば、市
内経済は麻痺してしまう。

　総合計画に対するものではなく個
別具体的な意見であるため、参考意
見として承る。

－

81

　技術の継承を人から人へにこだわると
、人がいなくなり途絶えてしまう。
　人からバーチャル、再び人へとつなぐ
経路を確立すべきだ。
　ここでのバーチャルは、技術者の作業
を録画するだけでなく、ＶＲゴーグルを
使用して、技術者の視線や手の使い方を
疑似体験できる記録を指す。

　具体的な取り組みへの提案である
ため、今後の取り組みにおいて検討
する。

－

82

　高山は色々な種類の酒が製造されてい
るまちであるという話が出ていた。
　すべての酒が楽しめるまちなど新たな
産業として力を付けていく必要があると
考える。

　今後の取り組みの中で検討する。

－

83

　農産物で外貨を稼ぎ、稼いだ外貨で地
域の産業を伸ばす。例えば、獣害防止の
ロボットを開発するような産業を市で創
出してはどうか。

　具体的な取り組みへの提案である
ため、今後の取り組みにおいて検討
する。

－

84

　開発してもらいたい機械や設備がほし
くてもそれを相談できる窓口がない。
　市が各分野の産業を集めて相談内容を
紹介して開発していく体制を整備しては
どうか。
　市民から特許につながるアイデアが生
まれるかと思う。

　具体的な取り組みへの提案である
ため、今後の取り組みにおいて検討
する。

－

17
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85

　ハローワークの求人を見ると、ホテル
関係、福祉関係、土木関係がほとんどで
、それ以外の職種で働き口を見つけるの
が難しい。

　総合計画に対するものではなく個
別具体的な意見であるため、参考意
見として承る。

－

86

　帰ってこない、移住しにくい根幹は給
与が安いことである。
　付加価値があり、高い給与が支払える
産業の創出や育成をしていく必要がある
。
　まちづくりに必要なものは経済である
と考える。

　生産性の向上や高付加価値化など
雇用者報酬の増加につながる施策を
今後の取り組みの中で検討する。

○

87
　周辺地域から市街地に移住するような
補助制度があったが、市内で人口を取り
合うような施策は見直す必要がある。

　補助制度を見直し、現在は市外か
ら移住される人を対象にしている。 －

88

　登山者のための駐車場の整備として、
現在新穂高センター向かいの駐車場を立
体駐車場に改築し、３００台程度の規模
を確保してほしい。

　具体的な取り組みへの提案である
ため、今後の取り組みにおいて検討
する。

－

89

　「分野別計画５_産業・労働・プロモ
ーション」の「プロモーション」を“ブ
ランディング”に変更し、計画体系図の
円の土台部分に表記してほしい。
　観光や特産だけでなく、地域の文化や
行政サービスも含めて全体をプロモーシ
ョンする必要がある。
　高山市の第九次総合計画にはブランデ
ィングが不可欠で、これを通じて市民や
移住希望者に伝えることが重要だ。

　本分野には観光や特産だけでなく
、風土や人情も含めた飛騨高山ブラ
ンドの効果的な発信も含まれている
。

○

90 　観光を主体とした産業複合体の構築を
すすめてほしい。

　今後の取り組みの中で検討してい
く。

－

91
　犬と旅行する方が多いため、まちの博
物館等に、ドッグランや子供達が遊べる
広場があるとよいと思う。

　具体的な取り組みへの提案である
ため、今後の取り組みにおいて検討
する。

－

92 　着地型ツアーの紹介の仕方が不十分で
ある。

　効果的なPR方法については今後検
討していく。

－

93

　観光と農業がタイアップしていける施
策として【国内有数の山岳資源や温泉資
源を有するエリア】に国府地域を追記す
るべきではないか。
　上宝・奥飛騨温泉郷、国府町、丹生川
町は高山北商工会として４地域の発展に
努力している。

　自然や文化など地域の魅力的な資
源を最大限の活用を考え各エリアの
設定をしており、国府地域は主な地
域には含まない。
　商工分野等の他の取り組みまでエ
リアを限定するものではない。
　今後の取り組みにおいて、地域間
で連携できるものついては、今後検
討していく。

－

94

　第九次総合計画の方向性についての説
明会で【地域連携のまちづくり】におい
て上宝町が置き去りにされているように
感じた。　　　　　　　　　　　　　　　

　農業は農業分野でしっかりと取り
組むこととしている。
　丹生川地域も農業が盛んであり、
連携した取り組みが期待できる。
　また、国府地域や飛騨市との連携
も考えられる。

○

95

　印象として、奥飛騨温泉郷地域が中心
で、上宝地域に合致する地域設定がない
。農業者が多い地域だが、地域間連携の
まちづくりに関係していることを感じら
れるようにしてほしい

18
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96

　地域間連携エリアのまちづくりについ
て、主な地域として関連周辺自治体も視
野に入れて考えられているため評価でき
る。

　参考意見として承る。

－

97
　国府や丹生川との連携という部分もし
っかりと計画に表してもらいたい

　市民にわかりやすい計画として表
現する。 ○

98

　松本市は重要なパートナーであり、交
流することで市が活性化すると考えてい
るか。

　ビッグブリッジの取り組みが正に
それを意図している。地域間連携で
市内地域はもちろんだが、関連自治
体として連携し、相乗効果を図る必
要がある。

○

99

　まち協に仕事を与えても成果が出ない
。
　まち協が町内会の集まりの組織体であ
るため、担い手が減少している現状では
、活動が十分にできない。

　地域の負担軽減や多様な主体との
協働を促進し、地域コミュニティの
維持・活性化に向けた取り組みをす
すめていく。

○

100

　何でもかんでも多文化を認める必要は
ない。
　路上で騒ぐなどの文化はに日本にはな
いと思うので、線引きが必要である。

　お互いの文化や考え方を尊重し、
相互理解を深め、多文化共生社会の
実現に向けて取り組んでいく。
　あわせて、日常生活におけるマナ
ーの周知啓発にも取り組んでいく。

○

101

　計画に重要なことは具体的な目標を立
てること。
　そして、結果から修正していくことで
ある。

　計画の策定や見直しにつなげるた
め、施策評価を実施しているところ
であるため、引き続き実施していく
。

○

102

　現計画と大きく変えた点など今回の計
画のポイントを教えてほしい。

　これまではどのような「まち」を
つくるのか、という意識が強いもの
だったが、「人」に着目し、「人」
が「まち」をつくるとの視点に改め
て計画を組み立てた。

－

103
　人口減少の中で今後はＡＩ化等をすす
めることが重要であると考える。

　デジタル技術の活用や活用できる
人材の育成、確保に取り組んでいく
。

○

104 　健全な市財政の確立を望む。 　引き続き健全な財政運営を図って
いく。

－

105 　市民へ市財政の中期的・１０年先、推
移の公表してほしい。

　財政計画において引き続き示して
いく。

○

106
　快適で安全な環境とあるが、地元スー
パーが無くなるなど、住みにくい地域に
なっている。

　地域の活性化については引き続き
、検討して取り組んでいく。 ○

107

　現実、子どもが生まれていない年があ
る。
　複式学級になり、それも成り立たなく
なる可能性がある。
　国の対策も成果はなく、税金をかけて
対策しても少子高齢化、過疎化は止めら
れない。
　将来の納税者は減る。税金を使う高齢
者は増える。
有効な対策はあるのか?悲観しかない。

　総合計画に対するものではなく個
別具体的な意見であるため、参考意
見として承る。

－

108
　合併した周辺地域におけるアメニティ
の高い地域づくりを望む。

　地域の活性化については引き続き
、検討して取り組んでいく。 ○
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109 　地域格差を解消出来るような施策に取
り組んでほしい。

　地域の活性化については引き続き
、検討して取り組んでいく。

○

110 　日本一広い市では、近隣市町村との連
携は、非常に良い考えだと思う。

　参考意見として承る。 －

111

　火葬場を早目に建設して頂きたい。
　何十年かかってますか。
　そのほか、日赤のパーキングも危ない
のでなんとかしてください。

　総合計画に対するものではなく個
別具体的な意見であるため、参考意
見として承る。

－

112

　荘川の住民は、今般の産廃問題に大変
憂慮している。
　この問題が解決しないと、本当の意味
で将来を展望できない。

　個別事案として引き続き対応する
。 －

113
　地域別の人口で、人口減少の割合が旧
高山地域や丹生川地域、一之宮地域で少
ない理由を教えて欲しい。

　意見交換会時の資料に対する質問
－

114

　上宝・奥飛騨温泉郷地域の各人口推移
を教えてほしい。
　各地域の推移が分からないと今後を検
討することができない。
　この地域の人口推移をどのように考え
ているのか、また、この地域の人口減少
の要因をどのように分析しているのか。

　意見交換会時の資料に対する質問

－

115

　合併して良かったと思えるような施策
をすすめてほしい。

　第九次総合計画では暮らす人、訪
れる人など市に関係するすべての人
が「しあわせ」を実感できるように
取り組んでいく。

○

116

　市のことを「飛騨高山」や「高山市」
とそれぞれ使っているが、統一した方が
良いのではないかと思う。使い分けをす
ることで誤解を生じるのではないかと考
える。

　表現については検討する。

○

117

　市長や副市長は、高山市の経済を改善
する姿勢が見られず、仕事を黙々とやり
過ごしている。
　議員も、以前は地域の意見を聞く姿勢
があったが、今では選挙の際のみ姿を見
せる存在となり、税金を無駄に使ってい
ると感じる。

　総合計画に対するものではなく個
別具体的な意見であるため、参考意
見として承る。

－

20


